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の
競
争
を
続
け
て
い
ま
す
。
部
工
会
会
員
の
約
半
数
を
占

め
る
中
小
企
業
会
員
も
同
様
で
、
規
模
の
問
題
か
ら
資
金

面
・
人
材
面
で
不
利
な
中
小
企
業
は
、
よ
り
厳
し
い
環
境

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
２
０
１
９
年
版
の
中
小
企
業
白
書
が
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
中
、
中

小
企
業
の
業
績
も
改
善
方
向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
構
造
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
特
に
事
業
承
継
と
経
営
者
の
世
代
交
代
、
構
造

変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
自
己
変
革
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
概
要
と
全
文
が
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
中
小
企
業
の
活
力
が
日
本
経
済
の
元
気
の
源
」
と
い

う
こ
と
で
、
過
去
か
ら
も
各
種
の
政
策
対
応
が
な
さ
れ
て

　

会
員
の
皆
様
、
日
ご
ろ
よ
り
中
小
企
業
施
策
委
員
会
の

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
１
日
か
ら
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
移
り
ま
し

た
。
天
皇
陛
下
の
御
退
位
に
よ
る
改
元
と
い
う
こ
と
で
、

祝
賀
ム
ー
ド
の
中
、
賑
や
か
さ
と
高
揚
感
の
あ
る
ひ
と
時

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
そ
の

日
を
境
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
国
内
経
済
は
緩
や

か
な
回
復
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
米
中

貿
易
問
題
、
中
国
経
済
の
減
速
感
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
行

方
や
イ
ラ
ン
に
対
す
る
制
裁
な
ど
、
経
済
に
も
大
き
な
影

響
が
出
る
不
透
明
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

部
工
会
会
員
各
社
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で

１
０
０
年
に
一
度
の
大
変
革
期
を
迎
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で

新
元
号
・
令
和
を
迎
え
て

中
小
企
業
会
員
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

巻 頭 言
Introduction
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定
し
、
取
引
適
正
化
の
推
進
と
進
捗
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

ま
す
。
既
に
支
払
い
条
件
の
改
善
に
は
一
定
の
進
捗
（
し

ん
ち
ょ
く
）
が
見
ら
れ
、
今
後
は
金
型
問
題
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
部
工
会
会
員
企
業
は
、

受
注
側
で
も
あ
り
発
注
側
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
大
企
業
対
中
小
企
業
の
枠
組
み
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
と
い
う
考
え
で
す
。
今
後
も
息
の
長
い
取
り
組
み
と

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
中
小
企
業
施
策
委
員
会
と
し
て
、
自
社
の
特
徴

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
や
イ
ベ
ン
ト
、公
的
な
制
度
、

補
助
金
な
ど
の
情
報
の
ご
提
供
、
中
小
企
業
の
経
営
や
体

力
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
講
演
会
、
見
学
会
の
開
催
な

ど
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
小
企
業
会
員

向
け
の
施
策
は
、
部
工
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
中
で
も

重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
積
極

的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
中
小
企
業

施
策
委
員
会
の
活
動
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
な
ら
び
に

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
少
子
高
齢
化
と
事
業
承
継
の
問

題
は
大
き
く
、
廃
業
は
高
水
準
が
続
き
、
経
営
者
の
平
均

年
齢
は
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

税
制
に
関
し
て
は
昨
年
度
に
改
正
さ
れ
た
事
業
承
継
税

制
で
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
内
容
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し

た
。
金
融
面
で
も
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と

も
大
事
な
点
は
、
継
続
的
に
し
っ
か
り
し
た
利
益
を
確
保

で
き
る
体
質
で
あ
る
か
、と
い
う
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
利
益
も
上
昇
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
水
準
は
大
企
業
の
平
均
と
比
べ
る
と
見
劣
り
し
て
い
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
今
後
の
構
造
変
化
と
不
透
明
な
環

境
を
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
自
己
変
革
が
求
め
ら

れ
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。と
同
時
に
16（
平

成
28
）
年
か
ら
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
で
行
わ
れ
て

い
る
、
親
事
業
者
と
下
請
事
業
者
双
方
の
「
適
正
取
引
」

や
「
付
加
価
値
向
上
」、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ

た
る
取
引
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
未
来
志
向
型
の
取
引
慣
行
に
向
け
て
」
の
取
り
組
み
も

大
変
重
要
で
す
。

　

部
工
会
も
業
界
団
体
と
し
て
「
自
主
行
動
計
画
」
を
策

一般社団法人 日本自動車部品工業会

中小企業施策委員会委員長 石川 伸一郎
（石川ガスケット取締役社長）
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日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
（
部

工
会
）
は
５
月
23
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
経
団
連
会
館
で
「
令
和

元
年
度
通
常
総
会
」を
開
催
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決

算
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な

ど
を
決
め
た
。
理
事
の
辞
任
に
伴

う
補
充
選
任
で
は
、
副
会
長
に
土

居
清
志
Ｎ
Ｏ
Ｋ
代
表
取
締
役
社

長
、
豊
田
周
平
ト
ヨ
タ
紡
織
代
表

取
締
役
会
長
の
両
氏
が
就
任
し

た
。

　

岡
野
教
忠
会
長
は
「
新
た
な
元

号
と
共
に
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
部
工
会

の
50
周
年
。
偶
然
だ
が
部
工
会
に

と
っ
て
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と

な
る
。
平
成
の
30
年
間
に
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
人
々
の

生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
と
く

に
通
信
技
術
の
進
化
が
あ
る
。
自

動
車
技
術
も
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
、
自
動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ

通常総会と設立50周年
祝賀会を開催

「
令
和
元
年
度
通
常
総
会
」

ン
グ
、電
動
化
）の
方
向
に
向
か
っ

て
お
り
、
不
安
も
あ
る
が
楽
し
み

で
も
あ
る
。
今
年
度
、
我
々
を
取

り
巻
く
事
業
環
境
は
以
前
よ
り
も

不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一

層
慎
重
な
経
営
の
か
じ
取
り
が
求

め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

へ
の
対
応
、
新
事
業
開
発
な
ど
将

来
に
向
け
た
新
た
な
課
題
に
も
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
会
員
支
援
に
向
け
て
引
き
続

き
注
力
す
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
経
済
産
業

省
の
嶋
田
隆
事
務
次
官
が
「
日
本

経
済
の
こ
れ
か
ら
～
産
業
界
に
期

待
す
る
こ
と
～
」と
題
し
て
講
演
。

嶋
田
事
務
次
官
は「
通
商
」「
経
済
・

産
業
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
３
テ
ー

マ
に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ
の
う
ち

通
商
で
は
、
関
心
事
と
な
っ
て
い

る
米
中
関
係
、
日
米
関
係
に
つ
い

て
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
。
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１．取引適正化の推進
２．働き方改革に対する取り組み
３．中小企業への支援
４．海外事業の展開・安定化への支援
５．知的財産権保護活動
６．新技術分野への対応
７．環境問題への対応
８．基準・認証制度への対応
９． 二輪車業界活動への参加
10．補修部品用品事業の連携・充実
11．支部事業
12．部工会 50 周年記念事業の実施

■令和元年度重点施策 正副会長 ◎印　新任
会　長　　　　　岡野　教忠　　　㈱リケン 代表取締役会長
副会長　　　　　大嶽　昌宏　　　㈱小糸製作所 代表取締役会長
　　　　　　◎　土居　清志　　　ＮＯＫ㈱ 代表取締役社長
　　　　　　　　尾堂　真一　　　日本特殊陶業㈱ 代表取締役会長
　　　　　　　　吉田　夛佳志　　大東プレス工業㈱ 代表取締役会長
　　　　　　　　森谷　弘史　　　カルソニックカンセイ㈱ 会長
　　　　　　◎　豊田　周平　　　トヨタ紡織㈱ 代表取締役会長
　　　　　　　　大下　政司　　　日本自動車部品工業会 専務理事

主要委員会委員長
　総務委員会　　　　　大嶽　昌宏　㈱小糸製作所 代表取締役会長
　国際委員会　　　　　森谷　弘史　カルソニックカンセイ㈱ 会長
◎総合技術委員会　　　豊田　周平　トヨタ紡織㈱ 代表取締役会長
　中小企業施策委員会　石川　伸一郎　石川ガスケット㈱ 代表取締役社長

支部長
◎東日本支部　土居　清志　　ＮＯＫ㈱ 代表取締役社長
　中日本支部　尾堂　真一　　日本特殊陶業㈱ 代表取締役会長
　西日本支部　吉田　夛佳志　大東プレス工業㈱ 代表取締役会長

理事・監事一覧
令和元年５月２３日

○印は新任【理　事】（４５名）�
〇 野　村　得　之　　愛三工業㈱　代表取締役社長
尾　﨑　和　久　　アイシン・エィ・ダブリュ㈱　代表取締役社長

〇 伊　勢　清　貴　　アイシン精機㈱　代表取締役社長
信　元　久　隆　　曙ブレーキ工業㈱　代表取締役社長
水　松　幹　夫　　㈱アステア　代表取締役会長

〇 米　谷　信　彦　　アルプスアルパイン㈱
� � 代表取締役副社長執行役員
石　川　伸一郎　　石川ガスケット㈱　代表取締役社長
土　居　清　志　　ＮＯＫ㈱　代表取締役社長
森　谷　弘　史　　カルソニックカンセイ㈱　会長

〇 中　島　康　輔　　ＫＹＢ㈱　代表取締役会長
大　嶽　昌　宏　　㈱小糸製作所　代表取締役会長
小　島　洋一郎　　小島プレス工業㈱　相談役
宮　川　博　至　　三和パッキング工業㈱　代表取締役社長
下　中　利　孝　　シグマ㈱　代表取締役社長
正　田　敦　郎　　しげる工業㈱　代表取締役社長
中　塚　晃　章　　ジヤトコ㈱　代表取締役社長
杉　山　伸　幸　　㈱ショーワ　代表取締役社長
西　田　光　男　　住友電気工業㈱　代表取締役副社長
内　田　成　明　　ダイキョーニシカワ㈱　代表取締役社長
吉　田　夛佳志　　大東プレス工業㈱　代表取締役会長
判　治　誠　吾　　大同メタル工業㈱　代表取締役会長
小　川　信　也　　太平洋工業㈱　代表取締役社長
平　見　和　繁　　大洋機工㈱　代表取締役社長
有　馬　浩　二　　㈱デンソー　代表取締役社長
三　浦　憲　二　　㈱東海理化　代表取締役社長
高　松　信　彦　　トピー工業㈱　代表取締役社長

〇 宮　﨑　直　樹　　豊田合成㈱　代表取締役社長

豊　田　周　平　　トヨタ紡織㈱　代表取締役会長
内　山　敏　弘　　日本精工㈱　取締役代表執行役社長
尾　堂　真　一　　日本特殊陶業㈱　代表取締役会長

〇 茅　本　隆　司　　日本発条㈱　代表取締役社長
西　村　憲　一　　光精工㈱　代表取締役会長

〇
門　向　裕　三　　日立オートモティブ�システムズ㈱
� � 代表取締役
� � エグゼクティブヴァイスプレジデント
晝　田　眞　三　　ヒルタ工業㈱　代表取締役会長

〇 美　野　哲　司　　プレス工業㈱　代表取締役社長
〇 Klaus　Meder� ボッシュ㈱　代表取締役社長
藤　木　達　夫　　丸五ゴム工業㈱　代表取締役社長
山　田　隆　雄　　マルヤス工業㈱　代表取締役会長
日　野　　昇　　　㈱ミツバ　代表取締役会長
矢　﨑　信　二　　矢崎総業㈱　代表取締役社長

〇 鈴　木　一和雄　　㈱ユニバンス　代表取締役会長
志　藤　昭　彦　　㈱ヨロズ　代表取締役会長
岡　野　教　忠　　㈱リケン　代表取締役会長
大　下　政　司　　(一社 )日本自動車部品工業会　専務理事
奈須野　光　祐　　(一社 )日本自動車部品工業会　常務理事

【監　事】（６名）
西　村　義　明　　住友理工㈱　代表取締役会長
相　羽　繁　生　　㈱東郷製作所　代表取締役社長
髙　橋　祐　子　　日本精機㈱　代表取締役社長
眞　田　達　也　　三乗工業㈱　代表取締役社長
武　藤　正　弘　　武蔵オイルシール工業㈱　代表取締役社長
三　浦　　悟　　　三浦公認会計士事務所　代表

部工会総会・式典レポート
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総会後には経産省の嶋田事務次官が講演を行った

「
50
周
年
記
念
式
典
」を
盛
大
に
開
催

　

通
常
総
会
に
合
わ
せ
て
、
50
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
部

工
会
は
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年

8
月
、
社
団
法
人
に
認
可
さ
れ
50

周
年
を
迎
え
た
。
日
本
の
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
成
長
と
と
も
に

部
工
会
も
大
き
く
発
展
し
、
日
本

経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た
。
発

足
時
の
会
員
企
業
の
自
動
車
部
品

出
荷
総
額
は
約
1
兆
円
だ
っ
た

が
、
現
在
は
20
兆
円
。
50
年
間
で

20
倍
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。

　

式
典
で
岡
野
会
長
は
「
こ
の
50

年
間
、
我
々
の
諸
先
輩
が
営
々
と

部
工
会
と
自
動
車
産
業
の
歴
史
を

築
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
立
ち
上
が

り
当
初
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
産

業
で
あ
っ
た
の
が
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
海
外
で
モ
ノ
を
つ
く

る
、
さ
ら
に
最
適
供
給
を
目
指
し

た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

ん
だ
。
国
内
20
兆
円
、
海
外
20
兆

円
と
ト
ー
タ
ル
40
兆
円
の
グ
ロ
ー

バ
ル
産
業
に
成
長
し
て
い
る
。
自

動
車
の
技
術
革
新
や
産
業
の
構
造

変
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
先

50
年
を
夢
見
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
新
し
い
自
動
車
部
品
業
界
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

式典で岡野会長は「この先 50年を夢見
て、皆さんと新しい自動車部品業界をつ
くっていきたい」と述べた

現在の正副会長と歴代会長を迎えて鏡開きを行い、これまでの 50
年を祝し、これからの50年の発展を祈願した

部工会総会・式典レポート
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　1982（昭和 57）年より毎年、工業会の中小企業会員の優良従業員に対する表
彰式が行われています。令和元年度の表彰者が次の各氏に決定し、各支部それ
ぞれの支部年次会において表彰されました。表彰受賞者の皆様に対し心からお
祝い申し上げますとともに、今後とも引き続きご活躍されますよう期待してお
ります。表彰受賞者は勤続 15 年以上、年齢は 35 歳以上の方々です。なお、掲
載内容（情報公開）につきましては、ご了解をいただいております。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

砂
澤
　
秀
人

　

鋳
造
運
搬
台
車
の
フ
ッ
ト
ブ

レ
ー
キ
の
見
直
し
を
行
い
、
使
い

や
す
い
ハ
ン
ド
ブ
レ
ー
キ
に
変
更

し
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
た
。（
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
と
ブ
レ
ー
キ
開
放
、

放
す
と
ロ
ッ
ク
）。
こ
の
台
車
の
考

案
に
よ
り
、
小
ロ
ッ
ト
生
産
で
の

定
時
運
搬
化
改
善
で
は
運
搬
負
担

軽
減
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
、

台
車
ブ
レ
ー
キ
製
作
に
掛
け
た
部

品
な
ど
は
そ
の
９
割
が
内
製
化
で

あ
り
、
今
後
全
社
に
展
開
予
定
。

以
上
の
こ
と
か
ら
優
良
従
業
員
と

し
て
推
薦
す
る
。

い
さ
ざ
わ
　
ひ
で
と

京浜精密工業株式会社
北海道工場  鋳造課  係長

東
日
本
支
部

渡
邉
　
裕
美

　

当
社
の
製
造
現
場
初
の
女
性
役

職
者
と
し
て
、
生
産
活
動
は
も
と

よ
り
改
善
活
動
に
も
尽
力
し
て
い

る
。
女
性
社
員
だ
け
の
改
善
チ
ー

ム
「
ひ
ま
わ
り
」
を
引
っ
張
り
、

大
型
シ
フ
ト
レ
バ
ー
の
立
ち
上
が

り
に
よ
る
困
難
箇
所
対
策
を
実
施

し
、
組
み
立
て
総
時
間
を
３
４
３

秒
か
ら
１
８
３
秒
へ
１
６
０
秒
短

縮
、
１
時
間
当
た
り
の
出
来
高
を

10
台
か
ら
19
台
へ
向
上
さ
せ
、
作

業
者
負
担
軽
減
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
優
良
従
業

員
と
し
て
推
薦
す
る
。

わ
た
な
べ
　
ひ
ろ
み

京浜精密工業株式会社
鹿沼製造部第一課  班長

東
日
本
支
部

松
本
　
千
秋

　

勤
続
35
年
。
当
社
製
品
の
信
頼

性
試
験
、
報
告
書
作
成
・
管
理
、

展
示
会
パ
ネ
ル
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・

展
示
品
準
備
、
認
証
更
新
申
請
準

備
、
認
証
製
品
管
理
、
電
気
用
品

適
合
性
検
査
申
し
込
み
、
技
術
資

料
管
理
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
。
衛
生

管
理
者
と
し
て
も
事
業
所
内
で
の

信
望
が
厚
い
。

ま
つ
も
と
　
ち
あ
き

エス・オー・シー株式会社
技術管理部門

東
日
本
支
部

江
戸
谷
　
新
二

　

入
社
後
、
前
職
の
経
験
を
生
か

し
、
品
質
管
理
組
織
の
責
任
者
と

し
て
組
織
運
営
に
尽
力
。
一
方
、

試
作
時
の
問
題
点
を
量
産
前
に
解

決
す
る
た
め
の
記
録
“
試
作
カ
ル

テ
”
の
考
案
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
育

資
料
の
作
成
・
活
用
な
ど
、
自
ら

実
践
。
現
在
、
協
力
企
業
品
質
指

導
を
中
心
に
、新
規
案
件
レ
ビ
ュ
ー

時
の
的
確
な
助
言
・
意
見
具
申
に

よ
り
存
在
感
を
放
つ
。

え
ど
た
に
　
し
ん
じ

江崎工業株式会社
栃木工場  品質管理グループ  担当次長

東
日
本
支
部

令和元年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰
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芳
賀
　
和
美

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
の
入

社
以
来
、
山
形
工
場
に
所
属
し
、

工
場
の
生
産
に
携
わ
り
自
ら
も
技

術
の
研
さ
ん
に
努
め
、
優
秀
な
技

能
と
豊
富
な
知
識
を
も
っ
て
工
程

改
善
を
行
い
、
生
産
性
向
上
と
品

質
保
証
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
の
技
能
・
知
識
を
生

か
し
、
技
術
者
と
し
て
後
進
の
指

導
育
成
を
積
極
的
に
行
い
、
企
業

の
発
展
に
貢
献
す
る
な
ど
従
業
員

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

は
が
　
か
ず
み

埼玉機器株式会社
山形工場  課長

東
日
本
支
部

沼
尾
　
正
史

　

弊
社
コ
ア
技
術
の
一
つ
で
あ
る

研
削
加
工
技
術
に
従
事
し
、
新
し

い
研
削
技
術
、
設
備
の
開
発
に
取

り
組
み
、
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

現
在
は
、
研
削
と
切
削
を
組
み
合

わ
せ
た
加
工
に
取
り
組
み
、
高
効

率
と
高
精
度
を
兼
ね
備
え
た
加
工

方
法
を
開
発
し
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
も
の
づ
く
り
を
実
現
し
た
。

ぬ
ま
お
　
ま
さ
ふ
み

三和ニードルベアリング株式会社
技術部  生産技術開発課  技師

東
日
本
支
部

鈴
木
　
文
男

　

入
社
36
年
。
製
造
課
に
て
機
械

加
工
の
ラ
イ
ン
者
と
し
て
作
業
に

従
事
し
、
後
に
職
場
長
に
抜
擢
さ

れ
部
下
、
後
輩
の
指
導
を
行
う
。

　

現
在
は
、
製
造
１
課
の
課
長
代

理
と
し
て
組
織
を
ま
と
め
つ
つ
生

産
性
を
重
視
し
、
物
づ
く
り
に
対

し
て
の
品
質
、
納
期
、
コ
ス
ト
の

必
要
性
を
考
え
、
各
職
場
長
と
共

に
生
産
活
動
、
人
材
育
成
に
尽
力

し
て
い
る
。 す

ず
き
　
ふ
み
お

株式会社松井製作所
製造１課  課長代理

東
日
本
支
部

惣
山
　
剛

　

弊
社
主
力
製
品
で
あ
る
車
載
用

ホ
ー
ン
の
組
み
立
て
を
本
社
工
場

か
ら
十
日
町
工
場
へ
移
管
す
る
に

あ
た
り
、
専
任
班
長
と
し
て
技
能

を
習
得
す
る
と
共
に
、
短
期
間
で

の
量
産
立
ち
上
げ
に
極
め
て
尽
力

し
た
。
そ
の
結
果
、
量
産
工
場
を

集
約
で
き
た
功
績
が
表
彰
に
値
す

る
。

そ
う
や
ま
　
つ
よ
し

宮本警報器株式会社
十日町工場  生産グループ  工長

東
日
本
支
部

鈴
木
　
宗
則

　

生
産
管
理
部
Ｉ
Ｔ
管
理
課
に
所

属
。
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
の

入
社
以
来
24
年
間
の
長
き
わ
た
り

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
わ
り
、
生
産

管
理
シ
ス
テ
ム
の
自
社
開
発
に
力

量
を
発
揮
し
、
間
接
部
門
の
合
理

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
さ
ら
に

後
輩
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
、
人

材
育
成
を
行
い
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。

す
ず
き
　
む
ね
の
り

三輪精機株式会社
生産管理部  IT 管理課  課長代理

東
日
本
支
部

武
藤
　
正
則

　

入
社
以
来
約
31
年
に
わ
た
り
優

秀
な
技
術
を
生
か
し
、
地
道
か
つ

献
身
的
に
努
力
し
、
作
業
能
率
を

改
善
増
進
さ
せ
て
生
産
性
向
上
に

寄
与
し
た
。
特
に
発
想
力
お
よ
び

創
造
力
を
発
揮
し
、
機
械
・
治
具

の
改
善
・
作
成
に
努
力
し
、
作
業

効
率
向
上
の
成
果
を
収
め
た
。
他

の
模
範
に
す
る
に
足
る
抜
群
の
社

員
で
あ
る
。 む

と
う
　
ま
さ
の
り

東洋エレメント工業株式会社
栃木製造部  製造技術課リーダー

東
日
本
支
部

福
元
　
浩
二

 

勤
続
30
年
、
製
造
部
門
に
て
金
属

止
め
輪
と
コ
イ
ル
ド
ウ
ェ
ー
ブ
ス

プ
リ
ン
グ
の
製
作
に
従
事
。
そ
の

仕
事
へ
の
誠
実
さ
と
熱
心
さ
は
後

進
の
模
範
で
あ
る
。
特
に
コ
イ
ル

ド
ウ
ェ
ー
ブ
ス
プ
リ
ン
グ
に
お
い

て
は
、
初
期
の
立
ち
上
が
り
か
ら

尽
力
。
今
な
お
製
作
困
難
な
施
策

に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
。 ふ

く
も
と
　
こ
う
じ

松村鋼機株式会社
製造部  上級技能士

東
日
本
支
部
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翠
　
竜
一

　

当
社
設
備
Ｇ
開
発
チ
ー
ム
に
お

い
て
生
産
の
設
備
／
加
工
技
術
改

善
な
ど
技
術
開
発
で
中
心
的
役
割

を
担
い
、
生
産
効
率
ア
ッ
プ
、
省

力
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
成
果
を

毎
年
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
当
社

の
プ
レ
ス
加
工
技
術
の
分
野
に
お

い
て
先
進
の
技
術
力
で
開
発
製
作

を
遂
行
し
、
当
社
全
体
の
業
績
向

上
に
貢
献
す
る
な
ど
社
業
振
興
の

寄
与
に
お
い
て
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
る
。
以
上
の
事
由
に
よ
り
表

彰
へ
の
要
件
を
十
分
満
た
す
と
し

て
推
薦
す
る
。

み
す
　
り
ゅ
う
い
ち

竹内工業株式会社
製造部  設備グループ  課長

中
日
本
支
部

河
合
　
和
也

　

入
社
以
来
27
年
間
の
長
期
に
わ

た
り
、
誠
実
さ
と
熱
心
な
仕
事
へ

の
取
り
組
み
姿
勢
に
よ
り
、
職
場

で
の
信
頼
も
厚
い
。
当
社
の
主
力

製
品
で
あ
る
Ｕ
Ｊ
を
生
産
す
る
Ｕ

Ｊ
係
に
勤
務
し
、
そ
の
培
わ
れ
た

研
削
技
能
か
ら
精
度
の
高
い
製
品

を
生
み
出
す
。
光
精
工
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。

か
わ
い
　
か
ず
や

光精工株式会社
員弁ＵＪ工場  ＵＪ係

中
日
本
支
部

伊
藤
　
彰
彦

　

入
社
以
来
、
27
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
誠
実
さ
と
仕
事
へ
の
熱

心
な
取
り
組
み
姿
勢
に
よ
り
、
職

場
で
の
信
頼
も
厚
い
。
現
在
の
プ

レ
ス
班
で
は
段
取
り
作
業
な
ど
プ

レ
ス
技
能
を
生
か
し
て
作
業
で
き

る
た
め
、
光
精
工
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
人
物
で
あ
る
。

い
と
う
　
あ
き
ひ
こ

光精工株式会社
本社  製造１課  プレス班

中
日
本
支
部

木
下
　
猛
敏

　

入
社
後
、
成
形
・
仕
上
げ
・
集

荷
と
多
岐
に
渡
り
従
事
し
て
い
る
。

迅
速
な
対
応
、
間
違
い
の
な
い
作

業
な
ど
会
社
へ
の
貢
献
度
は
大
き

い
。
ま
た
、
現
場
で
作
業
に
取
り

組
む
姿
勢
は
後
輩
社
員
の
良
き
手

本
と
な
っ
て
お
り
、
後
輩
育
成
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

き
の
し
た
　
た
け
と
し

三井屋工業株式会社
製造部  第 2 製造グループ  第 2 製造チーム  担当員

中
日
本
支
部

生
駒
　
智
文

　

今
年
、
勤
続
年
数
36
年
に
至
り
、

線
ば
ね
加
工
分
野
に
お
い
て
は
非

常
に
高
い
技
能
を
有
し
て
い
る
。

勤
務
態
度
も
非
常
に
良
好
で
、
改

善
意
欲
も
高
く
、
改
善
提
案
・
改

善
実
行
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
部
下
の
育
成
に
お
い
て

は
、
豊
富
な
経
験
と
技
能
を
生
か

し
、
次
世
代
へ
の
伝
承
に
力
を
発

揮
し
て
お
り
、
会
社
に
と
っ
て
貢

献
度
が
高
い
人
材
で
あ
る
。

い
こ
ま
　
と
も
ふ
み

株式会社東海スプリング製作所
製造二部  生産４課  コイル１係  コイル１班

中
日
本
支
部

山
田
　
芳
敬

　

技
術
グ
ル
ー
プ
・
電
気
セ
ク
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
産
設
備
の

自
動
化
、
生
産
性
、
安
全
、
品
質

向
上
な
ど
生
産
性
増
強
に
寄
与
す

る
と
共
に
、
部
下
か
ら
は
指
導
力

と
技
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

模
範
社
員
と
し
て
推
薦
す
る
。

や
ま
だ
　
よ
し
ゆ
き

福寿工業株式会社
技術グループ  セクションリーダー

中
日
本
支
部

岩
瀬
　
達
己

　

入
社
後
、
品
質
保
証
部
に
配
属

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
北
米
、
欧
州

の
関
連
会
社
に
出
向
し
、
品
質
保

証
担
当
と
な
り
業
務
に
邁
進
し
た
。

現
在
は
経
営
企
画
室
の
課
長
と
し

て
、
方
針
管
理
、
社
内
行
事
の
運

営
な
ど
幅
広
い
業
務
を
こ
な
し
、

会
社
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

い
わ
せ
　
た
つ
き

株式会社メイドー
経営企画室  課長

中
日
本
支
部

寺
田
　
秀
夫

　

入
社
以
来
、
一
貫
し
て
製
造
部

に
て
現
場
の
安
全
、
品
質
、
生
産

納
期
、
原
価
、
人
材
育
成
を
支
え

て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
人
材
。
近
年
は

重
要
保
安
部
品「
パ
ー
キ
ン
グ
ロ
ッ

ド
」
の
生
産
性
向
上
や
品
質
管
理

向
上
へ
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
、

構
築
し
た
。 て

ら
だ
　
ひ
で
お

大橋鉄工株式会社
製造部  第１製造課  課長

中
日
本
支
部
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坂
根
　
寛
紀

　

勤
続
23
年
を
超
え
、
そ
の
良
好

な
勤
怠
と
誠
実
な
勤
務
態
度
は
他

者
の
模
範
。
当
社
鍛
造
工
程
の
要

と
し
て
難
易
度
の
高
い
形
状
の
塑

性
加
工
技
術
を
有
し
、
生
産
性
お

よ
び
品
質
の
向
上
に
励
み
、
社
業

発
展
に
資
す
る
功
績
は
顕
著
で
あ

る
。

さ
か
ね
　
ひ
ろ
の
り

一志株式会社
製造部  圧造課  主担当

西
日
本
支
部

長
谷
川
　
克
巳

　

当
社
の
加
工
部
門
に
お
け
る
治

工
具
管
理
者
と
し
て
加
工
治
具
・

加
工
工
具
に
関
し
高
度
な
能
力
を

持
ち
、
当
社
生
産
活
動
に
対
し
多

大
な
功
績
を
残
し
た
。
常
に
新
し

い
加
工
技
術
を
採
り
入
れ
た
生
産

ラ
イ
ン
を
生
み
出
し
、
そ
の
個
人

の
技
術
能
力
を
若
手
社
員
へ
継
承

す
る
姿
は
社
内
外
を
問
わ
ず
評
価

さ
れ
て
お
り
、
他
の
模
範
と
な
る

事
か
ら
当
社
員
を
推
薦
す
る
。

は
せ
が
わ
　
か
つ
み

新興工業株式会社
技術部  治工具課  課長

西
日
本
支
部

尾
澤
　
宏

　

入
社
以
来
、
電
子
製
品
の
設
計
、

品
質
保
証
業
務
に
従
事
。
そ
の
知

識
を
生
か
し
、
２
０
１
６
年
か
ら

は
自
動
車
産
業
Ｑ
Ｍ
Ｓ
規
格
（
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ｆ
１
６
９
４
９
）
の
認
証
取

得
に
尽
力
し
、
顧
客
の
信
頼
に
応

え
た
。
ま
た
、
平
行
し
て
労
働
組

合
執
行
委
員
長
と
し
て
５
年
間
組

合
活
動
に
も
貢
献
し
た
。
誠
実
で

社
内
の
人
望
も
厚
く
、
社
員
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
。

お
ざ
わ
　
ひ
ろ
し

日立オートモティブシステムズ阪神株式会社
品質保証部  品質管理課  技師

西
日
本
支
部

濱
田
　
滋
朗

　

20
年
以
上
に
わ
た
る
生
産
現
場

一
筋
の
勤
務
を
通
じ
、
自
身
の
技

術
の
習
得
と
向
上
に
務
め
た
。
生

産
現
場
で
は
主
に
プ
レ
ス
加
工
・

切
削
加
工
に
尽
力
し
、
前
期
で
は

工
程
内
の
不
良
率
を
０
・
０
３
％
か

ら
０
・
０
０
４
％
ま
で
改
善
し
た
。

今
期
に
入
っ
て
弊
社
で
取
り
組
み

し
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
断
ト
ツ

５
」
の
一
つ
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
の
推
進
活
動
に
お
い
て
は
、
自

身
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
い
技

術
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
設
置
に
関
す

る
技
術
習
得
に
邁
進
。
自
身
が
中

心
と
な
り
現
場
ラ
イ
ン
へ
多
軸
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
を
行
っ
た
。
以
上

の
理
由
に
よ
り
推
薦
す
る
。

は
ま
だ
　
し
げ
お

シグマ株式会社
メタル事業部  2 課  班長

西
日
本
支
部

角
谷
　
美
季
浩

　

入
社
以
来
、
39
年
余
り
生
産
業

務
に
携
わ
り
、
各
職
場
で
多
く
の

作
業
を
熟
知
し
、
当
社
の
変
遷
に

力
を
注
い
で
く
れ
た
。
近
年
は
、

積
極
的
に
改
善
活
動
や
品
質
生
産

性
向
上
活
動
に
貢
献
。
ま
た
、
若

手
社
員
の
教
育
指
導
に
力
を
発
揮

し
て
い
る
。
上
司
や
同
僚
、
部
下

か
ら
も
厚
く
信
頼
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
優
良
従
業
員
と
し
て
推
薦

す
る
。

す
み
や
　
み
き
ひ
ろ

三乗工業株式会社
生産部  本社工場  製造一課  カーペット班

西
日
本
支
部

澤
木
　
武

　

入
社
後
、
治
具
・
金
型
製
作
部

門
に
所
属
し
て
内
製
金
型
の
設
計

お
よ
び
製
作
に
従
事
し
、
自
社
商

品
の
開
発
か
ら
内
製
設
備
製
作
な

ど
幅
広
い
分
野
に
携
わ
り
、
性
能

お
よ
び
品
質
向
上
に
貢
献
し
た
。

ま
た
、
最
新
鋭
の
工
作
機
械
や
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
、
加
工
技
術
の
向
上
や
短

納
期
対
応
で
顧
客
の
信
頼
を
得
る

こ
と
に
尽
力
し
た
。
今
ま
で
の
経

験
と
知
識
を
生
か
し
て
２
０
１
４

年
よ
り
製
造
部
門
の
監
督
者
と
し

て
従
事
し
て
い
る
。
生
産
技
術
部

門
や
品
質
管
理
部
門
と
の
連
携
強

化
を
推
し
進
め
て
、
さ
ら
な
る
利

益
拡
大
、
品
質
向
上
、
人
財
育
成

に
努
め
て
い
る
。

さ
わ
き
　
た
け
し

やまと興業株式会社
パイプ部  パイプ 4 課  課長

中
日
本
支
部
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―
現
在
の
５
Ｇ
推
進
活
動
と
自
動
車
業

界
と
の
接
点
は
？ 

阿
部　
５
Ｇ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
と
し
て
ど

う
し
た
も
の
が
適
切
か
、
自
動
車
業
界
の

方
々
と
対
話
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
方
と
協
創
、
協

力
し
て
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
実
証
実
験
を

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
住
友
電
気
工

業
と
共
同
で
、
高
度
運
転
支
援
の
実
現
に

向
け
て
５
Ｇ
と
自
動
車
や
道
路
・
建
造
物

な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
搭
載
し
た
セ
ン

サ
ー
を
活
用
し
、
交
通
状
況
を
リ
ア
ル
タ

2020年春から本格的にスタートする５Ｇ（第５世代通信方式）を見据え、新たなサービスや
ビジネスが躍動している。高速・大容量・低遅延という新たな通信方式を生かし、自動車分野
でもコネクテッドカーをはじめ、自動運転など関わる領域は多い。ＮＴＴドコモで５Ｇを推進
する「５Ｇイノベーション推進室 ５Ｇ無線技術研究グループ」の阿部順一担当課長と、「コネク
テッドカービジネス推進室 戦略企画担当」の井ノ上晶浩課長に、ＮＴＴドコモの取り組みを聞
いた。

来たる5Ｇ時代を見据えて
快適で安全な自動車社会構築のために

交
通
を
効
率
化
す
る
た
め
の
実
証
試
験
を
実
施

自
動
運
転
時
代
の
車
内
の
過
ご
し
方
も
考
察
中

イ
ム
に
情
報
収
集
・
解
析
を
行
う
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
情

報
は
５
Ｇ
で
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

さ
れ
、
解
析
結
果
が
車
両
に
配
信
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
の
車
両
に
対
し

歩
行
者
の
飛
び
出
し
を
通
知
す
る
な
ど
、

注
意
喚
起
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
高
度
運

転
支
援
に
関
し
て
は
、
別
途
Ｌ
Ｔ
Ｅ
に
よ

る
セ
ル
ラ
ー
Ｖ
２
Ｘ
※

の
実
証
実
験
も

を見据えて
Ask about the next generation次代 阿部 順一

井ノ上 晶浩

５Ｇイノベーション推進室
５Ｇ無線技術研究グループ 担当課長

コネクテッドカービジネス推進室
戦略企画担当課長

（写真左から）阿部順一さんと井ノ上晶浩さん
※�国際的な移動通信システムの標準化団体である 3GPP が安全
運転支援への運用を想定して規格化した通信技術
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バ
タ
ー
に
変
換
し
、
５
Ｇ
で
転
送
し
て
車

内
に
映
し
出
し
ま
す
。身
ぶ
り
や
手
ぶ
り
、

あ
ご
の
動
き
な
ど
を
全
部
ト
レ
ー
ス
し
、

車
内
に
い
な
い
は
ず
の
人
と
あ
た
か
も

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
状
況

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
日
産
自
動
車
と
５
Ｇ
を
用
い

て
「Invisible-to-Visible

（
Ｉ
２
Ｖ
）」
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
Ｉ
２
Ｖ
は
日

産
が
１
月
に
北
米
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ（
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
）
で

発
表
し
た
も
の
で
、
将
来
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

カ
ー
や
自
動
運
転
車
が
普
及
し
た
と
き
、

後
部
座
席
、
も
し
く
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
要

の
状
態
に
お
い
て
、
車
内
で
の
過
ご
し
方

の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
と
し
て
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
遠
隔
地
に
い
る
人
を
仮
想
３
Ｄ
ア

Invisible-to-Visible（I2V）コンセプト（パートナー＝日産自動車）。
仮想 3Dアバターで遠隔地にいる人と車室内でコミュニケーション
できる

阿
部　

高
速
移
動
実
験
で
は
、
日
産
「
Ｇ

Ｔ-

Ｒ
」
を
実
験
車
両
と
し
て
、
サ
ー
キ
ッ

ト
で
時
速
３
０
０
㎞
で
の
走
行
実
験
を
行

い
、
問
題
な
く
使
え
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｇ
Ｃ
と
エ
リ
ク
ソ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
と
は
、
車
両
の
ガ
ラ
ス
ア
ン
テ
ナ
で

の
５
Ｇ
通
信
の
実
験
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
ソ
ニ
ー
と
は
（
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
の
よ

う
な
）
電
動
カ
ー
ト
の
車
内
に
１
枚
、
外

側
に
４
枚
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
搭
載

し
ま
し
た
。コ
ン
セ
プ
ト
は〝
動
く
ス
マ
ホ
〟

で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
し
て
の
活

用
や
、
遠
隔
運
転
に
よ
る
人
や
モ
ノ
の
輸

送
、
さ
ら
に
移
動
し
な
が
ら
エ
ン
タ
ー
テ

5G（第 5 世代移動通信システム）：�LTEおよびLTE-Advancedのさらに次となる第5世代移動通信システムで従来から100倍の高速化、
1000 倍の大容量化を目指す。NTTドコモでは 2020 年のサービス提供開始を予定している
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と
検
証
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
決

ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
た
め
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
強
み
と
ド
コ
モ
の
強

み
を
組
み
わ
せ
て
協
創
す
る
「
＋

ｄ
」
を
２
０
１
５
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
、
18
年
２
月
に
開
始
し

た
「
５
Ｇ
オ
ー
プ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、２
６
０
０
社・

団
体
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す 

井
ノ
上　

継
続
し
て
拡
大
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

と
協
力
し
て
創
る
協
創
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
５
Ｇ
は
地
域
創
生

な
ど
の
テ
ー
マ
も
入
っ
て
い
る
の

で
「
広
く
必
要
な
場
所
に
５
Ｇ
を

打
っ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
ク
ル
マ
も
あ
り
ま
す
。
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
多
く
、
す
べ
て
が

ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま

す
。
将
来
を
見
据
え
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
も
大
き
く
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

イ
ン
メ
ン
ト
を
楽
し
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

考
え
て
い
ま
す
。

―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
考
え
る
５
Ｇ
の
世
界

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

阿
部　

劇
的
で
は
な
く
緩
や
か
に
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
２

Ｇ
か
ら
３
Ｇ
、
そ
し
て
４
Ｇ
へ
と
変
化
し

た
よ
う
に
、
気
付
い
た
ら
変
わ
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。
３
Ｇ
か
ら
４
Ｇ
の

と
き
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
ス
マ
ホ
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
５
Ｇ
も
い
き
な
り

通
信
速
度
が
速
く
な
る
こ
と
は
な
く
、

設
備
の
拡
充
と
と
も
に
徐
々
に
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
で
は
、
将
来

的
に
何
が
起
こ
る
か
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
予
測
は
で
き
ま
せ
ん
が
「
５
Ｇ
に

は
何
か
変
革
が
あ
る
ぞ
」
と
い
ろ
い
ろ

な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
他
業
種
の
皆
さ
ん

NTTドコモ・コネクテッドカービジネス推進室が描くビジョン

５
Ｇ
へ
の
移
行
は

緩
や
か
に
進
行
中

車
両
へ
の
通
信
分
野
の

関
与
は
よ
り
密
接
に
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ん
で
い
き
ま
す
。
例
え
ば
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ォ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
で
は
、
車
内
外
の
環
境
理
解
に

よ
る
運
転
ア
ド
バ
イ
ス
や
自
然
対
話
形
式

に
よ
る
音
声
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
技
術
な

ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
自
動
車
に
お
け
る
最
適
な
情
報
と

娯
楽
を
ア
イ
ズ
フ
リ
ー
、
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー

で
使
え
る
快
適
な
自
動
車
空
間
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
か
つ
て
の
「
ナ

イ
ト
ラ
イ
ダ
ー
」（
米
国
の
テ
レ
ビ
映
画
）

カ
ー
は
業
界
全
体
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
な
ど
で
活
用
さ
れ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
の
配
信
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ナ
ビ
の
関
係

性
な
ど
今
後
は
変
化
し
そ
う
で
す
。
５

Ｇ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
の
更
新
デ
ー

タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
国

全
体
を
含
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

井
ノ
上　

ま
た
、
安
全
支
援
の
ほ
か
に

も
、
Ｉ
２
Ｖ
の
よ
う
な
今
後
の
自
動
運

転
時
代
を
見
据
え
、
移
動
中
に
お
け
る

快
適
な
車
内
空
間
の
提
供
に
も
取
り
組

を見据えて
Ask about the next generation次代

車載用 5G ガラスアンテナ
（パートナー＝ AGC、エリクソン・ジャパン）。
世界で初めて 5G ガラスアンテナを開発

5Gを活用した車両映像伝送システム（パートナー＝ヴァレオジャパン）。
車両カメラの映像をリアルタイムに伝送し、前車両の前方映像を後方車
両に伝送し安全運転を支援

の
よ
う
な
世
界
が
実
現
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
快
適
性
に
は
コ
ン
テ

ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ッ
チ
化
や
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
５

Ｇ
を
活
用
す
る
よ
う
な
機
会
も
大
幅
に

増
え
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

―
５
Ｇ
を
展
開
す
る
上
で
自
動
車
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
領
域
は
ど
の
程
度
の
比
重

を
占
め
ま
す
か
？ 

井
ノ
上　

す
べ
て
の
ク
ル
マ
に
通
信
機
能

が
搭
載
さ
れ
た
状
態
で
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
時
代
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
ド

コ
モ
は
、
自
動
車
領
域
に
お
い
て
「
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
と
で
も
、
快
適
で
安

心
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
提
供
し
続
け
る
」
こ

と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
要
素
技

術
の
開
発
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
ア
イ

デ
ア
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
だ
け
に
、
安
全

性
と
快
適
性
の
両
面
か
ら「
＋
ｄ
」を
ベ
ー

ス
に
、
皆
さ
ん
と
協
創
し
、
新
し
い
価

値
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 

（
敬
称
略
）
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デンソーの決算会見。同社は車両の電動化、安全製品の拡販が一層進むと考える

　自動車部品メーカーの2019年3月期決算は、全体的に売上高が微増と
なった一方で、営業利益が大幅に減少する増収減益が目立った。主要納品
先の減産影響や、原料価格や労務費の高騰、新興国通貨安による為替差損、
米中貿易摩擦の影響による関税対応コストと昨年末からの中国経済失速の
影響、電動化や自動運転向けの研究開発費増など、減益要因は多岐にわた
る。部品メーカー各社は生産性の向上などコスト削減に尽力しているが、
近年の減収要因は、サプライヤー個社の対応では克服が難しくなりつつあ
り、減収傾向に歯止めをかけられるかが今後の重要な課題となりそうだ。

部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
２
０
１
９
年
３
月
期
決
算

～
ア
ナ
リ
ス
ト
が
こ
の
先
の
景
気
動
向
を
よ
む
～

売
上
高
と
営
業
利
益
は

増
収
減
益
基
調

中
国
市
場
失
速
が
影
響

　

日
刊
自
動
車
新
聞
が
ま
と
め
た

上
場
部
品
メ
ー
カ
ー
１
２
５
社
の

19
年
３
月
期
決
算
に
よ
る
と
、
全

体
の
売
上
高
は
前
年
同
期
比
２
％

増
の
45
兆
２
６
８
８
億
円
、
本
業

の
儲
け
を
示
す
営
業
利
益
は
同

16
％
減
の
２
兆
５
４
５
３
億
円
の

増
収
減
益
で
、
全
社
平
均
の
営
業

利
益
率
は
5.6
％
だ
っ
た
。
全

１
２
５
社
の
う
ち
約
75
％
の
93
社

が
増
収
と
な
る
一
方
で
、
増
益
は

約
30
％
の
38
社
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
系
の
大

手
部
品
７
社
は
、
全
社
が
増
収
を

果
た
す
一
方
で
、
営
業
増
益
だ
っ

た
の
は
１
社
に
と
ど
ま
っ
た
。
デ

ン
ソ
ー
は
約
２
割
強
の
営
業
減
益

だ
っ
た
が
、
品
質
関
連
費
用
を
保

守
的
に
見
積
も
る
な
ど
一
過
性
の

要
因
が
大
き
か
っ
た
。
同
社
の
有
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ア
イ
シ
ン
精
機
は
過
去
最
高
の

売
上
高
を
計
上
す
る
一
方
で
、
償

却
費
や
品
質
関
連
費
用
な
ど
の
固

定
費
が
か
さ
ん
で
営
業
減
益
と

な
っ
た
。
中
国
市
場
失
速
の
影
響

や
、
償
却
費
と
生
産
準
備
費
用
が

重
荷
に
な
っ
て
20

年
３
月
期
も
営
業

減
益
を
見
込
む
。

同
社
の
伊
勢
清
貴

社
長
は
「
よ
り
一

層
の
構
造
改
革
、

企
業
体
質
の
強
化

に
取
り
組
み
、
20

年
以
降
、
成
長
戦

略
を
軌
道
に
乗
せ

て
い
く
」
と
気
を

引
き
締
め
る
。

　

部
品
メ
ー
カ
ー

各
社
の
増
収
要
因

と
し
て
は
、
特
定

ブ
ラ
ン
ド
に
偏
っ

た「
一
本
足
打
法
」

か
ら
の
脱
却
を

狙
っ
た
幅
広
い
ブ

ラ
ン
ド
向
け
の
拡

販
活
動
が
奏
功
し

た
ケ
ー
ス
が
目

馬
浩
二
社
長
は「
車
両
の
電
動
化
、

安
全
製
品
の
拡
販
が
一
層
進
む
。

車
両
生
産
台
数
の
伸
び
を
上
回
る

成
長
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
し
、

20
年
３
月
期
決
算
で
は
増
収
増
益

を
見
込
ん
で
い
る
。

立
っ
た
。
ホ
ン
ダ
と
取
引
の
多
い

ジ
ー
テ
ク
ト
は
、
売
上
高
、
営
業

利
益
と
も
前
年
同
期
比
２
桁
増
の

過
去
最
高
額
を
計
上
し
た
。
同
社

は
ホ
ン
ダ
向
け
売
上
高
を
増
や
す

一
方
で
、
国
内
他
ブ
ラ
ン
ド
や
輸

入
車
ブ
ラ
ン
ド
向
け
売
上
高
を
軒

並
み
伸
長
さ
せ
た
。
吉
沢
勲
取
締

役
は
「
国
内
外
で
の
積
極
的
な
営

業
活
動
が
奏
功
し
た
」
と
振
り
返

る
。
他
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
供
給
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
調
整
の
影

響
を
受
け
に
く
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
。

　

各
社
の
減
益
要
因
と
し
て
は
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
自

動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動

化
）
対
応
に
向
け
た
先
行
開
発
投

資
の
増
加
や
、
売
り
上
げ
拡
大
の

中
心
を
占
め
る
海
外
で
の
新
規
車

種
立
ち
上
げ
に
伴
う
設
備
投
資
な

ど
が
共
通
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
要

素
は
負
担
が
重
い
も
の
の
、
将
来

の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
積
極

投
資
と
い
え
る
。

人
手
不
足
や
設
備
老
朽

化
も
減
収
要
因

各
社
、
米
中
貿
易
摩
擦

の
行
方
を
注
視

　

一
方
で
、
人
手
不
足
に
よ
る
労

務
費
高
騰
や
、
設
備
の
老
朽
化
に

よ
る
生
産
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
と
い
っ

た
要
因
が
大
き
な
減
収
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

　

特
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
進

出
に
合
わ
せ
て
早
期
に
設
備
投
資

し
た
北
米
地
区
で
は
、
日
系
メ
ー

カ
ー
の
セ
ダ
ン
の
不
振
に
よ
る
売

り
上
げ
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産

設
備
の
老
朽
化
や
労
働
力
確
保
難

に
よ
る
生
産
効
率
の
低
下
で
事
業

収
益
の
確
保
に
苦
戦
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
解
決
策

は
、
基
本
的
に
は
生
産
ラ
イ
ン
の

自
動
化
が
有
効
と
さ
れ
、
各
社
と

も
北
米
で
の
生
産
ラ
イ
ン
の
再
構

築
に
注
力
し
て
い
る
。

　

原
材
料
価
格
の
高
騰
も
北
米
の

大
き
な
問
題
だ
。
昨
年
の
米
国
通

商
拡
大
法
２
３
２
条
発
動
に
よ
る

鋼
材
輸
入
規
制
の
影
響
で
、
サ
プ

パナソニックの決算会見。20年３月期は米中貿易摩擦により100億円程度の減益を見込む
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則
）
の
混
乱
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

回
復
に
向
か
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

中
国
が
急
速
に
失
速
し
、
下
方
修

正
に
乗
り
出
す
企
業
が
相
次
い

だ
。
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
が
厳
し
い
中

で
も
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
投

資
は
手
を
緩
め
ら
れ
な
い
た
め
、

固
定
費
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
一

に
限
れ
ば
今
年
１
～
３
月
は
２
倍

に
成
長
し
て
い
る
。
中
国
は
日
本

の
会
社
よ
り
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
が
５
倍
速
い
。
中
国
市
場
は
間

違
い
な
く
Ｅ
Ｖ
が
け
ん
引
す
る
」

と
期
待
を
込
め
る
。

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
更
な
ど
生
産

の
不
安
定
化
に
よ
る
業
績
の
悪
化

が
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
発
生

す
る
不
可
抗
力
的
な
減
益
要
因
へ

の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
は
、
従
来
か
ら

各
社
が
心
が
け
て
き
た
「
地
産
地

消
」
対
応
で
一
定
の
効
果
が
期
待

で
き
る
が
、
現
在
加
熱
し
て
い
る

米
中
貿
易
摩
擦
の
行
方
は
、
自
動

車
業
界
全
体
を
左
右
し
か
ね
な

い
。
追
加
関
税
の
影
響
や
そ
の
対

応
コ
ス
ト
よ
り
も
、
中
国
に
端
を

発
す
る
世
界
経
済
の
減
速
に
よ
る

車
両
販
売
減
と
こ
れ
に
よ
る
業
績

低
下
を
懸
念
す
る
部
品
メ
ー
カ
ー

が
大
半
だ
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
津
賀
一
宏
社

長
は「
米
中
貿
易
摩
擦
が
原
因
で
、

当
社
の
中
国
市
場
の
業
績
は
18
年

度
よ
り
も
さ
ら
に
１
０
０
億
円
程

度
悪
化
す
る
と
見
て
い
る
」
と
慎

重
だ
。
一
方
で
、
中
国
向
け
製
品

投
入
を
加
速
さ
せ
る
日
本
電
産
の

永
守
重
信
会
長
は
「
中
国
の
自
動

車
市
場
は
昨
年
に
比
べ
て
台
数
が

落
ち
て
い
る
が
、電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
や
燃
料
電
池
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

ア
ナ
リ
ス
ト
に
聞
く

日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

こ
れ
か
ら
の
勝
ち
筋

　

自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

業
績
が
踊
り
場
を
迎
え
て
い
る
。

18
年
は
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
続

け
て
き
た
中
国
の
新
車
市
場
が
28

年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
る
と
と
も

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
自
動
車
生
産

台
数
も
縮
小
。
さ
ら
に
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

へ
の
対
応
で
増
加
す
る
研
究
開
発

費
が
利
益
を
圧
迫
す
る
。
米
中
の

貿
易
摩
擦
を
は
じ
め
、
世
界
情
勢

の
先
行
き
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
だ
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
19
年
３

月
期
決
算
と
20
年
３
月
期
業
績
見

通
し
を
基
に
、
ナ
カ
ニ
シ
自
動
車

産
業
リ
サ
ー

チ
の
中
西
孝

樹
代
表
に
日

系
自
動
車
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
現
在
地
と

今
後
の
勝
ち
筋
を
聞
い
た
。

―�

決
算
の
ポ
イ
ン
ト
と
19
年
度
の

見
通
し
は

中
西　
昨
年
は
上
期
と
下
期
で
環

境
が
大
き
く
異
な
る
１
年
間
だ
っ

た
。前
半
に
欧
州
の
Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｐ（
世

界
統
一
排
出
ガ
ス
・
燃
費
試
験
規

ナカニシ自動車産業リサーチの中西孝樹代表アナリスト。「いかに米国事業での出血を減らし、他
の地域で稼げるかが19、20年度のポイント」と話す
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時
的
な
品
質
費
用
が
発
生
し
た
大

手
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
目
立
っ
た
。

―�

地
域
別
の
環
境
は
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か

中
西　
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
影

響
で
、
日
本
の
企
業
も
米
国
で
の

生
産
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鉄

鋼
や
人
件
費
の
高
騰
で
収
益
性
が

悪
化
し
て
い
る
中
で
生
産
規
模
を

拡
大
す
る
こ
と
は
、
業
績
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

い
か
に
米
国
事
業
で
の
出
血
を
減

ら
し
、他
の
地
域
で
稼
げ
る
か
が
、

19
、20
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

一
方
、
他
の
地
域
で
ボ
ー
ナ
ス
を

も
ら
え
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

あ
る
か
と
い
う
と
そ
れ
も
な
い
。

中
国
は
中
長
期
的
に
成
長
を
続
け

る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を

信
じ
て
集
中
投
資
す
る
に
は
不
透

明
感
も
残
る
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ

ア
の
成
長
も
鈍
く
、
イ
ン
ド
も
本

格
的
な
市
場
拡
大
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
。

―
厳
し
い
業
績
が
続
き
そ
う
だ

中
西　
確
か
に
こ
こ
数
年
の
好
業

績
と
比
較
す
る
と
低
水
準
に
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
で
も
日
本
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
は
海
外
勢
に
比
べ
て
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
欧
州
や
中

国
ロ
ー
カ
ル
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
比
べ
、
日
系

自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
販
売
台

数
は
安
定
的
に

推
移
し
て
い
る

た
め
だ
。
特
に

ト
ヨ
タ
自
動
車

向
け
は
、
レ
ク

サ
ス
車
や
ク
ラ

ウ
ン
の
好
調
で

商
品
ミ
ッ
ク
ス

は
好
転
し
て
お

り
、「
ト
ヨ
タ
セ
ー
フ
テ
ィ
セ
ン

ス
」
の
需
要
も
拡
大
し
て
い
る
。

厳
し
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、
日
本

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
昨
年
度
の
決

算
は
、
あ
る
意
味
で
実
力
値
以
上

の
数
字
と
見
て
い
る
。

―�

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
求
め
ら
れ
る

戦
略
は

中
西　
欧
州
エ
リ
ア
、
米
国
エ
リ

ア
、
中
国
エ
リ
ア
の
ど
の
主
要
市

場
に
特
化
す
る
か
、
そ
れ
と
も
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
の
か
。
市

場
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
選
択
が
重

要
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
や
開
発
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
従
来
の

よ
う
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
海
外

展
開
に
つ
い
て
い
け
ば
ビ
ジ
ネ
ス

が
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
時
代
で

は
な
い
。

―�

日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
外
資

系
メ
ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
の

調
達
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
競
争
力

は
？

中
西　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中

で
メ
ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
調
達

す
る
部
品
は
増
え
て
い
る
も
の

の
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と
す
る
日

中西氏は「日系自動車メーカーは系列企業との取引を大切
にしてきたが、今後はそうもいかなくなる」と予測する

系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
で
も

系
列
企
業
と
の
取
引
を
大
切
に
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
今
後
は
そ
う

も
い
か
な
い
。
ト
ヨ
タ
系
も
ホ
ン

ダ
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
メ
ガ
と
の

厳
し
い
技
術
競
争
を
勝
ち
抜
か
な

け
れ
ば
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
。

―�

各
社
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
へ
の
対
応
に
向

け
た
研
究
開
発
費
が
収
益
を
圧

迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

中
西　
２
０
２
５
年
を
一
つ
の
転

換
点
と
見
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に

対
応
し
た
製
品
は
ま
だ
走
り
の
段

階
に
す
ぎ
ず
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に
向
け

た
準
備
を
粛
々
と
進
め
て
い
る
企

業
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

は
踊
り
場
が
続
く
。
当
然
、
準
備

を
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
25
年

以
降
に
成
長
軌
道
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
伝
統
部

品
で
も
世
界
シ
ェ
ア
や
コ
ス
ト
競

争
力
を
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
あ
え
て
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
対
応
に

力
を
割
か
ず
に
既
存
部
品
の
磨
き

上
げ
に
特
化
す
る
の
も
戦
略
の
一

つ
で
は
あ
る
。
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J
A
P
I
A
発
足
50
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
12
代
会
長
　
岡
部
　
弘
さ
ん

す
が
、
特
に
部
品
メ
ー
カ
ー
は
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
会
員
会

社
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
し
ま

い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
食
い
止

め
、
意
義
の
あ
る
工
業
会
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
会
員
各

社
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
活
動
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
３
年
間
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
「
技

術
展
示
商
談
会
」
で
し
た
。
３
年

間
で
３
回
実
施
し
、
最
初
は
ト
ヨ

タ
自
動
車
、
次
が
ホ
ン
ダ
、
３
回

目
は
愛
知
県
刈
谷
市
で
行
い
ま
し

た
。
刈
谷
に
は
テ
ィ
ア
１
の
部
品

メ
ー
カ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

か
ら
、
中
小
企
業
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
出
展
し
て
、
で
き
る
だ
け
商

売
の
糸
口
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
し
た
。
技
術
や

商
品
を
見
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
「
つ
な
ぎ
」
を
き

ち
ん
と
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
自
動
車
工

経
済
回
復
途
上
で
就
任

国
際
会
議
で
議
長
を
務

め
る

︱
最
近
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
？

岡
部　

雨
が
降
ら
な
い
限
り
、
１

時
間
ぐ
ら
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。
桜
の
季
節
は
桜
を
見
物

し
な
が
ら
歩
く
と
、
１
時
間
か
ら

１
時
間
半
ぐ
ら
い
歩
け
ま
す
。
そ

れ
か
ら
読
書
も
し
て
い
ま
す
。
今

は
ミ
ス
テ
リ
ー
が
主
で
、
難
し
い

本
は
読
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
囲
碁

を
打
つ
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
テ
レ
ビ
で
見
た
り
し
て
い

ま
す
。
会
社
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
囲
碁

を
や
る
会
に
は
出
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
る
の
で
結
構
忙
し
い

で
す
。

︱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
長
に
就
任
し
た

当
時
の
気
持
ち
は
？

岡
部　

当
時
は
景
気
が
少
し
良
く

な
り
か
け
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で

岡部　弘
（おかべ ひろむ）

デンソー 元会長社長
部工会会長在任期間：2003（平成
15）年5月～06（同18）年5月
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業
会
の
調
達
委
員
長
が
、
た
ま
た

ま
私
の
よ
く
知
っ
て
い
る
ト
ヨ
タ

の
人
で
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、

こ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
、
懸

案
の
事
項
を
少
し
話
し
合
い
が
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
金
型
ば
か
り
で
な
く
、
補
給

部
品
ま
で
含
め
た
旧
型
品
管
理
の

問
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
電
子
部
品
に
つ
い
て
は
、
電
子

情
報
技
術
産
業
協
会
に
所
属
す
る

企
業
が
部
品
を
提
供
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
電

子
部
品
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
状
況

で
し
た
。
そ
こ
で
商
慣
行
を
変
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
る
程
度
は

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
員
企
業
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

︱
日
米
欧
三
極
の
自
動
車
部
品
会

議
も
在
任
中
に
３
回
あ
り
ま
し
た
。

岡
部　

２
０
０
３
年
10
月
の
「
第

７
回
日
米
欧
三
極
自
動
車
部
品
会

議
」
で
は
、
私
が
議
長
を
務
め
ま

し
た
。
当
時
、
自
動
車
部
品
業
界

の
大
き
な
課
題
は
環
境
負
荷
物
質

問
題
で
し
た
。
こ
の
報
告
書
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
社
だ
け
で
な
く
、
取
引
先
が
ど

う
い
う
物
を
使
用
し
て
い
る
か
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

結
構
大
変
で
し
た
。
２
回
目
は
米

国
、
３
回
目
は
ド
イ
ツ
で
し
た
。
こ

「第７回日米欧三極自動車部品会議」（2003年10月）では議長を務めた

自動車メーカーとの
つなぎ役として
技術展示商談会を開催

の
と
き
、
せ
っ
か
く
ド
イ
ツ
ま
で

出
向
く
と
い
う
こ
と
で
、
ロ
シ
ア

へ
の
視
察
団
を
初
め
て
派
遣
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
ト
ヨ
タ
が
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
郊
外
に

工
場
を
作
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
段

階
で
し
た
。

︱
当
時
の
ロ
シ
ア
は

い
か
が
で
し
た
か
？

岡
部　
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
は

あ
れ
だ
け
宇
宙
開
発

な
ど
の
技
術
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
も
っ

と
技
術
的
に
確
立
し

た
モ
ノ
づ
く
り
を

や
っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ら
大
間
違

い
で
、
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
状
態
で
し

た
。
ロ
シ
ア
最
大
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

ア
フ
ト
ワ
ズ
で
す

が
、
こ
れ
が
ト
リ

ヤ
ッ
チ
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
っ
て
、
工
場
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方
法
で
や
っ
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ん
も
、
も

う
少
し
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
を
う
ま
く

使
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
手
助
け
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
こ

ま
で
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

し
た
Ｐ
Ｒ
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

が
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
会
員
が
減
少
す
る
と
運
営
が

難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

い
か
に
食
い
止
め
る
か
と
い
う
こ

と
が
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
会

費
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
で
き

る
だ
け
中
小
企
業
の
会
費
は
据
え

置
い
て
、
大
手
企
業
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
会
費
を
上
げ
る
と
い
う

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
延
々

２
㎞
に
渡
っ
て
直
線
の
ラ
イ
ン
が

あ
る
す
ご
い
工
場
で
し
た
。
そ
れ

が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
部
品
メ
ー
カ
ー
も
２
、３
見
ま

し
た
が
、
本
当
に
家
内
工
業
程
度

の
レ
ベ
ル
で
し
た
。

　

当
時
は
、
新
車
は
あ
ま
り
売
れ

な
く
て
、
廃
車
寸
前
の
ク
ル
マ
を

日
本
か
ら
輸
入
し
、
シ
ベ
リ
ア
を

延
々
と
輸
送
し
て
、
そ
れ
を
大
半

の
人
が
使
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
ロ

シ
ア
政
府
が
中
古
車
の
輸
入
を
禁

止
し
て
か
ら
新
車
の
需
要
は
少
し

高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
き

く
進
歩
は
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
う

い
う
点
で
も
、
三
極
自
動
車
部
品

会
議
は
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

会
員
企
業
数
の
維
持
が

最
も
大
き
な
課
題

︱
組
織
運
営
面
で
の
ご
苦
労
は
あ

り
ま
し
た
か
？

岡
部　

最
大
の
問
題
は
会
員
企
業

し
た
。
何
と
い
っ
て
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
は
、
工
業
会
と
し
て
会
員
数
が

ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
団
体
で
す
か
ら

ね
。

︱
自
動
車
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

か
？

岡
部　

一
番
大
き
な
問
題
は
ク
ル

マ
が
減
る
こ
と
で
す
。
時
間
軸
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
間
違
い
な
く
減
少
し
ま
す
。
例

え
ば
、
東
京
都
心
で
は
、
個
人
と

し
て
ク
ル
マ
を
所
有
し
て
い
る
の

は
一
部
の
富
裕
層
で
、
あ
と
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
駐
車
場
代
が
高
い

上
、
税
金
が
か
か
る
し
、
渋
滞
で

な
か
な
か
使
え
ま
せ
ん
。
そ
う
す

る
と
、
や
は
り
ウ
ー
バ
ー
（
※
）
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
出
て
く
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
確
実
に
増
え
て

い
き
ま
す
。
自
動
運
転
は
そ
う
簡

単
に
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
す
ご
い
勢

い
で
増
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

自
動
車
そ
の
も
の
も
変
わ
っ
て

「第１回技術展示商談会」（04年10月）の開会式であいさつする岡部会長

会場はトヨタサプライヤーズセンター

※米国のウーバー・テクノロジーズが運営する自動車配車ウェブサイトおよび配車アプリ
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て
新
し
い
技
術
で
勝
負

し
て
い
ま
す
か
ら
、
手

を
結
ぼ
う
と
す
れ
ば

チ
ャ
ン
ス
は
大
い
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て
も
、
で

き
る
限
り
情
報
を
集
め

て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

機
会
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
日
本
企
業
は
連
携
が

苦
手
と
い
わ
れ
ま
す
。

岡
部　

ど
こ
か
と
組
む

と
「
技
術
を
盗
ま
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
か
「
吸
収
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
、

自
社
で
で
き
な
い
こ
と
を
、
他
社

の
力
を
利
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡

大
し
て
い
く
と
い
う
方
向
へ
動
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︱
今
後
の
部
品
産
業
を
け
ん
引
す

る
若
い
人
た
ち
に
何
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

い
き
ま
す
。
電
気
自
動
車
は
す
ぐ

に
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ

る
程
度
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う
な
ビ

ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
た
部
品
メ
ー

カ
ー
は
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

が
務
め
て
い
た
デ
ン
ソ
ー
の
よ
う

な
会
社
で
も
、
よ
ほ
ど
よ
く
考
え

て
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
成
功
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
な
か
な
か

作
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。

︱
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
生
き
残
る
ポ

イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
？

岡
部　
「
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
で

や
っ
て
い
け
る
」
と
い
う
時
代
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
手
を
組
む

と
い
う
こ
と
で
す
。
弱
点
を
補
う

と
こ
ろ
と
手
を
組
ん
で
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
拓
し
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
）
の
分
野
は
、

新
し
い
会
社
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き

今後はAIやITなど
新分野との連携が重要
JAPIAには
そのマッチング役を期待

岡
部　

現
在
は
、
技
術
が
ソ
フ
ト

中
心
に
激
し
く
変
化
し
て
い
る
時

代
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と

や
っ
て
い
け
る
能
力
を
身
に
付
け

れ
ば
、
仕
事
の
範
囲
は
い
く
ら
で

も
拡
大
し
ま
す
。
そ
う
し
た
分
野

を
良
く
勉
強
し
て
、
対
応
で
き
る

能
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「第２回技術展示商談会」（05年９月）はホンダで開催
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「米国自動車産業が直面する
隠れた課題」 JAPIA 北米代表　河島 哲則

vol.137
北米だより

た
競
争
が
世
界
中
で
激
し
く
な
り
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
こ

れ
ら
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
に

巨
額
の
投
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
い
う
ち
に
普
及
す
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
れ
ら
の
技
術
開
発
の
た
め
、

各
社
は
い
つ
回
収
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
投
資
を
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
利
益
率
の
高

い
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
Ｓ
Ｕ
Ｖ
に
モ
デ
ル
・

　

米
国
自
動
車
市
場
は
世
界
中
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
ま
た
多
く
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
最
重
要
な
市

場
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理

由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
多
く
の
米
国

人
に
と
っ
て
必
需
品
で
あ
り
、
全
米
に

２
億
６
千
万
台
以
上
あ
る
ク
ル
マ
の
う

ち
5.5
%
に
相
当
す
る
１
３
５
０
万
台
以

上
が
毎
年
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
、
さ
ら

に
新
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
（
テ
ィ
ー
ン
エ
ー

ジ
ャ
ー
と
移
民
）
が
毎
年
３
０
０
万
人

増
え
て
い
る
の
で
、
年
平
均
１
６
５
０
万

台
の
新
車
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
も

う
一
つ
は
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
搭

載
し
た
ク
ル
マ
、
つ
ま
り
価
格
の
高
い

新
し
い
モ
デ
ル
が
売
れ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
国
に
は
新
車
を
常
に
求
め
る
底
堅
い

市
場
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
米
国
市
場
に
も
課
題
は
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

強
引
な
通
商
政
策
は
関
税
戦
争
や
Ｕ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
Ａ
（
米
国
・
メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ

協
定
）
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
て
、
自

動
車
や
部
品
の
価
格
を
押
し
上
げ
る
結

果
と
な
り
、
自
動
車
販
売
に
は
大
き
な

向
か
い
風
と
な
り
ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
と
呼
称
さ
れ
る
相
互
通
信
、
自
動
運

転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
に
向
け

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
問
題
は
常
に
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
米
国
自
動
車
市
場
に

は
も
う
二
つ
の
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
、
そ

れ
で
い
て
実
は
足
元
を
脅
か
す
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
新
車
価
格
が
と
て
も
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
昨
年
12
月
に

米
国
で
販
売
さ
れ
た
乗
用
車
、
Ｓ
Ｕ
Ｖ

お
よ
び
小
型
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
新
車
平

均
価
格
は
３
万
７
５
７
７
ド
ル
（
約

４
１
０
万
円
）
で
し
た
。
前
年
よ
り
１

%
以
上
も
高
く
な
っ
た
の
で
す
。
次
第

に
新
車
を
買
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
人

気
の
Ｃ
Ｕ
Ｖ
※
は
利
益
率
が
高
く
、
す
べ

て
の
メ
ー
カ
ー
が
競
っ
て
多
く
の
新
モ

デ
ル
を
投
入
し
て
き
た
た
め
、
今
で
は

競
合
モ
デ
ル
数
が
過
度
に
増
え
、
在
庫

も
積
み
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

今
こ
そ
自
動
運
転
な
ど
の
技
術
開
発

を
業
界
標
準
化
し
て
費
用
軽
減
す
る
こ

と
、
そ
し
て
Ｃ
Ｕ
Ｖ
に
続
く
主
力
商
品

を
生
み
出
す
こ
と
が
業
界
全
体
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

米国市場で競合する多くのCUVモデル

※ SUV の中でも乗用車プラットフォームから派生したタイプ
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( 一社 ) 日本自動車部品工業会　東日本支部
企画部会　部会長　立入浩道

（プレス工業㈱　執行役員）

日 時

2019 年 2 月15日（金）
13：20 ～ 16：00

参加者

支部会員企業 46 名

視察スケジュール

13：20 ～13：40　尾﨑社長ごあいさつ、会社概要説明
13：40 ～14：00　ものづくり講演（安藤常務役員）
14：00 ～15：30　 ものづくりセンター・A/T 工場・ＡＷ博物館見学
15：30 ～16：00　質疑応答

訪問
目的 世界ナンバーワンのAT専業メーカーであるアイシン・エィ ･ダブリュが目指す「革

新的なものづくり」への取り組みを見聞し、会員企業のものづくりの参考とする。

　　　　　　　　　東日本支部主催

　「アイシン・エィ・ダブリュ㈱
　本社・ものづくりセンター」

視察報告

訪問先

アイシン・エィ・ダブリュ㈱
本社・ものづくりセンター

【施設の概要】
設　　立　2003 年 9 月竣工
概　　要　 生産技術の研究開発拠点として、

「無動力とながら思想」を基本に、
革新的なものづくりと人材育成を
目的に設立
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り
を
実
現
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
技
術

は
最
新
生
産
ラ
イ
ン
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。

・�

同
社
の
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り

は
、
日
本
古
来
の
か
ら
く
り
を
原
点
と

し
た
、「
無
動
力
と
ナ
ガ
ラ
思
想
」。
ナ

ガ
ラ
思
想
と
は
、
一
つ
の
動
作
で
最
低

３
動
作
以
上
を
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

も
の
づ
く
り
の
基
本
は
１
個
生
産
と
考

え
、
多
品
種
少
量
試
作
型
生
産
（
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
）
の
追
及
に
よ
り
、
ム
ダ
・
ム
ラ

を
排
除
し
て
、
コ
ス
ト
・
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
ミ
ニ
マ
ム
化
を
実
現
し
て
い
る
。

見　
学

⑴　
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

①�

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
リ
ー
（
無
動
力
自
動

搬
送
装
置
）

茶
運
び
人
形
の
「
か
ら
く
り
技
術
」
を

ヒ
ン
ト
に
考
案
さ
れ
た
自
動
搬
送
装
置
。

製
品
自
体
の
重
さ
で
次
工
程
へ
運
び
、
運

ん
だ
後
は
ぜ
ん
ま
い
の
力
で
元
の
場
所
に

戻
る
と
い
う
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
動
力

源
を
必
要
と
し
な
い
。
製
品
搬
送
用
台
車

と
し
て
工
場
内
の
随
所
で
活
躍
し
、
設
備

投
資
額
と
電
気
代
の
削
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

②�

カ
ム
リ
ン
ク
組
立
器
械
（
ナ
ガ
ラ
思

想
に
よ
る
器
械
）

「
Ａ
Ｗ
流
革
新
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て 

・�
同
社
は
数
多
く
の
「
世
界
初
」
を
生
み

出
し
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ン

パ
ニ
ー
で
あ
り
、
も
の
づ
く
り
に
お
い

て
も
常
に
先
進
性
を
追
求
し
て
い
る
。

・�

２
０
０
３
年
に
は
最
先
端
の
研
究
開
発

を
行
う
「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
。
開
発
・
生
産
技
術
・
製
造
が
三

位
一
体
と
な
っ
た
革
新
的
な
も
の
づ
く

一
つ
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
（
モ
ー

タ
ー
や
シ
リ
ン
ダ
ー
）
で
最
低
三
つ
の
動

作
を
さ
せ
る
「
ナ
ガ
ラ
思
想
」
を
実
践
さ

せ
た
器
械
。
手
作
業
で
の
組
み
立
て
を
１

モ
ー
タ
ー
４
動
作
に
置
き
換
え
た
。

⑵　
Ａ
／
Ｔ
生
産
工
場

　
①
Ａ
／
Ｔ
組
立
ラ
イ
ン

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
た
技

術
を
導
入
し
た
ラ
イ
ン
。

て
こ
や
カ
ム
を
使
っ
て
重
い
物
を
少
な

い
力
で
持
ち
上
げ
る
仕
組
み
の
応
用
な
ど

で
作
業
負
荷
を
低
減
。

か
ら
く
り
仕
掛
け
と
人
の
力
で
動
力
を

使
わ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
設
備
コ
ス

ト
の
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。

　
②
ゴ
ク
セ
マ
ラ
イ
ン

設
備
の
小
型
化
や
高
速
加
工
、
工
程
集

約
の
徹
底
に
よ
り
、
工
程
数
と
ラ
イ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
大
幅
削
減
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
高
効
率
な
生
産
工
程
を
実
現
し
た
。
ワ

ン
工
程
・
ワ
ン
マ
シ
ン
・
ワ
ン
ツ
ー
ル
を

基
本
と
し
て
、
加
工
待
ち
な
ど
の
ム
ダ
を

徹
底
排
除
、
切
削
工
程
で
の
切
粉
洗
浄
自

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ
り
高
稼

働
率
を
維
持
し
て
い
る
。

⑶　
Ａ
Ｗ
博
物
館

　
①
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ス

複
雑
な
プ
レ
ス
部
品
を
一
つ
の
金
型
で

成
形
で
き
る
「
複
動
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ス
」
を
開
発
し
、
工
場
へ
導
入
。
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わ
せ
る
革
新
的
な
熱
処
理
法
を
開
発
し
、

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
用
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン

シ
ャ
ル
ギ
ア
加
工
な
ど
で
実
用
化
。
処
理

時
間
を
半
分
以
下
に
抑
え
、
部
品
の
強
度

と
精
度
を
向
上
さ
せ
、
省
エ
ネ
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
40
％
削
減
に
成
功
し
た
。

所　
感

同
社
は
数
多
く
の
「
世
界
初
」
を
生
み

プ
レ
ス
機
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
（
ピ
ッ
ト

不
用
・
平
置
き
可
）、
ス
ト
ロ
ー
ク
数
減

少
に
よ
る
加
工
精
度
向
上
な
ど
、
ラ
イ
ン

と
直
結
し
た
生
産
と
中
間
在
庫
の
削
減
を

実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
ラ
イ
ン
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

に
よ
り
、
海
外
展
開
も
実
現
し
て
い
る
。

　
②
マ
イ
ル
ド
浸
炭

真
空
浸
炭
と
高
周
波
焼
入
れ
を
組
み
合

出
し
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ン
パ

ニ
ー
で
あ
り
、
１
９
９
２
年
に
世
界
初
の

ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
ま

た
２
０
０
４
年
に
は
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
世
界
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
生
産
開
始
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
世
界
初
を
生
み
出
し
て
き
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
が「
Ａ
Ｗ
流
革
新
も
の
づ
く
り
」

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
開
発
・
生
産
技
術
・
製
造
が
三

位
一
体
と
な
り「
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

で
生
ま
れ
た
技
術
を
導
入
し
た
Ａ
／
Ｔ
工

場
の
最
新
ラ
イ
ン
を
実
際
に
見
学
し
、
常

に
進
化
を
求
め
る
姿
勢
が
世
界
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
Ａ
／
Ｔ
メ
ー
カ
ー
の
も
の
づ
く
り

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ま
た
、「
無
動
力
」「
ナ
ガ
ラ
思
想
」
を

基
本
と
し
た
シ
ン
プ
ル
な
器
械
づ
く
り
、

多
品
種
少
量
試
作
型
生
産
の
追
求
な
ど
、

ム
ダ
・
ム
ラ
を
徹
底
的
に
排
除
し
た
も
の

づ
く
り
は
、
今
回
参
加
し
た
会
員
企
業
の

も
の
づ
く
り
改
善
の
参
考
に
な
っ
た
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。
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（一社）日本自動車部品工業会　中日本支部
中小企業部会委員　浦辻　茂

（㈱タイガーサッシュ製作所　取締役）

日 時

2019 年
3 月8 日（金）
13：00 ～ 17：00

参加者

中日本支部会員企業
5 名（4 社）

視察スケジュール

13：00 ～13：10　開会あいさつ、吉村流ネームプレート作り
13：10 ～13：20　吉村流自己紹介
　　　　　　　　　　（20 秒スピーチ「マイブーム」）
13：20 ～13：30　橋本社長あいさつ
13：30 ～14：00　経営理念に基づく会社の取り組み
14：15 ～15：25　工場見学（物流センター）
15：40 ～16：55　  意見交流会、会議術の取り組みと
　　　　　　　　　　5 分会議体験、質疑応答
16：55 ～17：00　クロージング（写真撮影）

訪問
目的

「新・ダイバーシティ経営企業100選」や「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞
で中小企業基礎整備機構理事長賞を受賞している吉村で、“社員が自ら考え行動す
る仕掛け” や “５分会議”など、経営理念に基づいた独自のアイデアや取り組みにつ
いて工場見学や体験を通じて見聞し、会員企業の改善活動の参考とする。

　　　　　　　　  中日本支部 中小企業部会主催

「株式会社 吉村」

視察報告

訪問先

株式会社 吉村　静岡総合工場
【株式会社 吉村の概要】
創　　業　1932 年（昭和 7 年）7月
資 本 金　9,100 万円
売 上 高　50 億 9,500 万円（2018 年 9 月期）
従 業 員　235 名
代 表 者　代表取締役社長　橋本　久美子
事業内容　食品包装資材の企画、製造、販売
　　　　　（デザインからセールスまでを小売業者向けにパッケージ販売）
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コ
の
字
型
、
講
義
型
で
は
な
く
、
島
に
し

た
配
置
が
全
員
参
加
で
き
る
吉
村
流
の
ス

タ
イ
ル
だ
。
ま
た
、
当
日
の
見
学
会
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
も
会
議
を
有
効
に
す
る
吉
村

流
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ス
タ
ー
ト
時

に
会
議
の
目
的
と
目
標
を
確
認
し
、
各
自

の
持
ち
時
間
を
決
め
、
キ
ッ
チ
ン
タ
イ

マ
ー
で
時
間
を
意
識
さ
せ
る
。
吉
村
流
会

議
術
の
基
と
な
る
も
の
だ
。
さ
っ
そ
く
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
20
秒
の
持
ち
時
間
で
自

己
紹
介
を
体
験
し
た
。

続
い
て
橋
本
久
美
子
社
長
の
ご
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
創
業
時
の
海
苔

販
売
か
ら
茶
袋
販
売
を
経
て
、
一
貫
生
産

で
き
る
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
、
先
代
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
経
営
を
変
え
る
必
要
性
を

感
じ
、
社
員
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｐ

（
計
画
）
か
ら
巻
き
込
む
た
め
、
自
分
の

仕
事
と
経
営
理
念
が
ど
う
結
び
付
く
の
か

を
考
え
さ
せ
る
取
り
組
み
を
始
め
た
と
の

こ
と
や
、
社
長
は
２
３
５
名
の
社
員
す
べ

て
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
る
と
話
が

あ
っ
た
。

吉
村
ブ
ラ
ン
ド
は
、「
少
量
生
産
な
ど

中
小
企
業
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」「
付
加

価
値
の
あ
る
商
品
で
安
売
り
は
し
な
い
」

「
下
請
け
に
な
ら
な
い
」
を
目
標
に
掲
げ
、

デ
ザ
イ
ン
か
ら
出
荷
ま
で
の
「
超
一
貫
生

産
」
を
目
指
し
た
と
い
う
。

視
察
報
告

静
岡
総
合
工
場
は
名
古
屋
市
内
か
ら
ク

ル
マ
で
約
２
時
間
半
、
東
名
高
速
道
路
・

焼
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
５
分
ほ
ど
に
位
置
す
る
。

今
回
の
工
場
見
学
会
は
会
員
企
業
の
参
加

が
少
数
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
他
業
種
も

含
め
た
企
業
の
方
々
や
学
生
な
ど
と
の
合

同
見
学
会
と
な
っ
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
展
示
商
品
の
説
明
を

受
け
た
後
、
２
階
の
見
学
会
の
会
場
に
案

内
さ
れ
た
。
そ
こ
は
一
般
の
会
議
室
の
よ

う
な
部
屋
で
は
な
く
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
仕
切
ら
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
た
。
机
の
配
置
も
３
名
ご
と
に

向
き
合
う
６
名
が
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
９
ブ

ロ
ッ
ク
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
ロ
の
字
や

経
営
理
念
に
基
づ
き
社
員
自
ら
が
考

え
、
行
動
で
き
る
仕
組
み
で
は
、
仕
事
の

や
り
方
で
は
な
く
あ
り
方
を
考
え
、悩
み
、

話
し
合
い
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
浸

透
し
て
い
っ
た
。

そ
う
す
る
と
お
の
ず
と
部
門
ご
と
に
理

念
・
方
針
を
立
て
る
よ
う
に
な
り
、
目
的

と
目
標
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
だ
。

会社の目的と目標
四つの視点
①　お客様の視点
②　業務プロセスの視点
③　育成と成長の視点
④　財務の視点
　自分たちで決める＝当事者になる。
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見
え
る
化
し
、
さ
ら
に
ミ
ス
だ
け
で
な
く

未
然
に
防
い
だ
こ
と
を
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

と
し
て
表
示
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
努
め
て
い
た
。

工
場
か
ら
移
動
し
て
事
務
所
に
入
る

と
、
壁
の
な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
各

部
門
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
配
置
さ
れ
て
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
す
る

こ
と
が
目
的
と
の
話
が
あ
っ
た
。移
動
中
、

見
学
ル
ー
ト
の
社
員
全
員
が
仕
事
を
止

め
、
起
立
し
て
見
学
者
に
あ
い
さ
つ
を
す

る
姿
に
は
驚
い
た
。

見
学
会
の
会
場
に
戻
り
、
提
示
フ
ロ
ア

で
は
、手
作
り
の
壁
新
聞
や
多
能
工
制
度
、

提
案
制
度
、
従
業
員
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
）
調

ま
た
、
売
り
上
げ
を
社
員
に
意
識
さ
せ

る
た
め
、
損
失
金
額
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
必
要
な
売
り
上
げ
が
分
か
る
方
程
式
を

作
っ
た
。
今
で
は
間
接
部
門
の
経
費
削
減

が
ど
れ
だ
け
の
売
り
上
げ
に
値
す
る
の
か

も
算
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
紹
介
の
後
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
物
流
セ
ン
タ
ー
の
工
場
を
見
学
し

た
。
こ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
約
４
千

ア
イ
テ
ム
の
商
品
を
扱
っ
て
お
り
、
段

ボ
ー
ル
の
発
注
点
管
理
や
商
品
発
送
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
八
つ
の
改
善
事
例
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

誤
発
送
な
ど
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は

査
な
ど
の
取
り
組
み
が
掲
示
さ
れ
て
い

た
。中

で
も
壁
新
聞
は
社
長
自
ら
作
成
し
、

売
り
上
げ
状
況
や
営
業
利
益
な
ど
の
経
営

会
議
情
報
や
人
事
情
報
ま
で
社
員
に
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

工
場
見
学
の
後
は
、
吉
村
流
の
会
議
術

に
つ
い
て
ル
ー
ル
説
明
を
受
け
、「
５
分

会
議
」
を
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
践

体
験
し
た
。

会
議
は
、
司
会
と
書
記
を
決
め
、
ホ
ワ

イ
ト
シ
ー
ト
に
マ
ー
カ
ー
で
難
し
い
漢
字

は
使
わ
ず
に
ひ
ら
が
な
で
記
入
す
る
。
議

題
に
は
時
間
を
割
り
振
り
、
キ
ッ
チ
ン
タ

イ
マ
ー
で
時
間
管
理
し
な
が
ら
進
行
さ
せ

る
。
こ
の
５
分
会
議
の
体
験
で
は
疑
問
点

を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
て
、

回
答
を
記
入
し
た
。
こ
れ
が
質
疑
応
答
に

な
っ
て
い
て
、個
々
で
議
事
録
は
取
ら
ず
、

最
後
に
シ
ー
ト
を
撮
影
し
て
共
有
す
る
の

で
合
理
的
で
あ
っ
た
。

所
　
感

今
回
の
優
良
企
業
工
場
見
学
会
に
は
、

体
験
型
の
研
修
会
と
し
て
２
回
以
上
参
加

さ
れ
て
い
る
企
業
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
社

長
が
見
学
会
の
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
対
し
、

何
を
感
じ
た
か
、
ど
う
思
っ
た
か
な
ど
の

意
見
を
常
に
求
め
て
い
た
の
が
印
象
的

で
、
こ
の
見
学
会
を
自
社
の
社
員
教
育
に

も
活
用
し
て
い
る
合
理
性
も
垣
間
見
え

た
。
常
に
目
的
と
目
標
を
立
て
て
時
間
を

意
識
す
る
仕
組
み
が
浸
透
し
て
い
っ
た
こ

と
が
85
年
間
赤
字
な
し
、
リ
ス
ト
ラ
な
し

の
経
営
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

た
。
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資 本 金
従 業 員 

代表者

2 億 8,380 万円
1,170 人（グループ
総数）
代表取締役社長
下西康晴

発電機、
スターター領域の
世界的トップメーカー

燃料ポンプモーター用のカーボンコンミテータ
（整流子）

タ
イ
、
台
湾
に
生
産
拠
点
を
置
く
ほ
か
、

チ
ェ
コ
、ド
イ
ツ
に
も
事
務
所
を
開
設
し
、

海
外
で
は
７
拠
点
で
活
動
し
て
い
る
。

技
術
力
ア
ッ
プ
の
た
め

社
内
教
育
を
徹
底

　

同
社
の
強
み
は
、
独
自
の
材
料
と
製
品

開
発
力
。
カ
ー
ボ
ン
製
品
は
要
求
の
厳
し

い
使
用
環
境
の
モ
ー
タ
ー
に
使
用
さ
れ
、

信
頼
性
、
寿
命
、
特
性
に
対
応
し
た
開
発

が
必
要
と
な
る
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
適
切

に
把
握
し
、
迅
速
に
応
え
て
き
た
。
同
社

で
は
技
術
力
を
高
め
る
た
め
自
社
で
の
教

育
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
。「
大
学
で

勉
強
す
る
内
容
と
は
違
い
、
一
般
化
さ
れ

て
い
な
い
特
殊
な
世
界
。
こ
こ
で
学
ん
で

育
て
て
い
く
こ
と
を
創
業
以
来
続
け
て
お

り
ま
す
」（
同
）
と
、
社
内
教
育
で
実
学

を
学
び
、
技
術
を
培
い
、
こ
れ
を
伝
承
し

て
き
た
歴
史
を
持
つ
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
生
産
設
備
を
自
社

で
設
計
、
開
発
し
て
い
る
点
も
大
き
な
強

み
だ
。
加
工
機
の
設
備
設
計
・
開
発
を
自

社
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
業
務
効
率
を
考

慮
し
た
製
造
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
「『
堅
実
に
真
面
目
に
』
が
社
風
」（
同
）

と
、
今
後
も
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
く
方
針
だ
。

設
立
は
１
９
４
６
年

開
発
か
ら
製
造
ま
で
自
社
で
実
施

　

ト
ラ
イ
ス
は
、
車
載
用
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー

に
は
不
可
欠
な
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
、
燃
料

ポ
ン
プ
用
カ
ー
ボ
ン
コ
ミ
ン
テ
ー
タ
、
粉

末
冶
金
に
よ
る
精
密
機
械
部
品
の
製
造
を

行
い
、
世
界
80
の
国
や
地
域
で
製
品
が
使

用
さ
れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
だ
。
設
立
は

１
９
４
６
年
で
、
物
体
表
面
に
お
け
る
摩

擦
・
摩
耗
・
潤
滑
に
関
す
る
科
学
・
技
術

「
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
」
の
研
究
に
い
ち
早

く
取
り
組
み
、社
名
も
こ
れ
に
由
来
す
る
。

小
さ
い
が
重
要
な
部
品
と
し
て
、
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
研
究
、
開
発
、
製
造
を
続
け

て
い
る
。

　

同
社
を
代
表
す
る
製
品
の
カ
ー
ボ
ン
ブ

ラ
シ
は
、
モ
ー
タ
ー
の
整
流
子
に
安
定
し

た
電
力
を
供
給
す
る
重
要
な
部
品
。
ト
ラ

イ
ス
製
品
は
高
い
技
術
力
で
世
界
的
な
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
国
内
、
海
外
の
主
要
メ
ー

カ
ー
の
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
同

社
で
は
「
ス
タ
ー
タ
ー
モ
ー
タ
ー
、
オ
ル

タ
ネ
ー
タ
ー
の
領
域
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

と
な
る
な
ど
、
当
社
は
非
常
に
特
殊
な
難

し
い
製
品
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
」（
下

西
社
長
）
と
、
技
術
力
の
高
さ
に
絶
対
の

自
信
を
見
せ
る
。

　

顧
客
の
海
外
進
出
に
併
せ
て
海
外
展
開

を
始
め
、現
在
、米
国
、中
国
（
２
カ
所
）、

トライス
会員企業ファイル⑬

本社・本社工場
三重県松阪市櫛田町1105-2
URL
http://www.tris.co.jp/

松阪広陽工場

車載用DCモーターに不可欠なカーボンブラシ製品

我が社
の逸品
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資 本 金
従 業 員
生産拠点
代表者

3 億 1,000 万円
665 人
国内 9、海外 5
代表取締役会長
水松幹夫
代表取締役社長
辻 穣

を
提
案
す
る
だ
け
で
な
く
、
ボ
デ
ィ
ー
骨

格
部
品
全
体
を
見
て
提
案
し
ま
す
」（
辻

社
長
）。
同
社
が
新
型
車
１
台
に
つ
き
提

示
す
る
案
は
１
５
０
０
～
３
千
件
。
メ
ー

カ
ー
の
設
計
構
造
か
ら
、
12
～
18
％
の
コ

ス
ト
低
減
と
20
％
の
軽
量
化
に
つ
な
が
る

提
案
を
行
う
。

　

解
析
力
の
高
さ
に
も
定
評
が
あ
る
。
主

力
製
品
は
、
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
パ
ネ
ル

の
芯
金
と
な
る
ク
ロ
ス
カ
ー
ビ
ー
ム
や
バ

ン
パ
ー
内
側
の
骨
格
部
品
な
ど
。
乗
員
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
衝
突
時
に
骨
格
部

品
は
安
全
に
つ
ぶ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
衝
突
解
析
を
用
い
て
、
衝
突
時
に
ど

の
よ
う
に
変
形
す
る
か
な
ど
を
徹
底
的
に

解
析
し
て
開
発
・
生
産
し
、
信
頼
性
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　

軽
量
化
は
最
大
の
課
題
だ
。
辻
社
長
は

「
超
高
張
力
材
（
ハ
イ
テ
ン
）
や
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
、炭
素
繊
維
複
合
材
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）

な
ど
新
素
材
を
活
用
で
き
る
技
術
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
同
社
で
は
、
他
社

に
先
駆
け
て
独
自
の
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
ピ
ン

グ
技
術
「
ス
マ
ー
ト
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
」
を

生
み
出
し
た
。
材
料
と
電
極
を
直
接
つ
な

ぎ
、
熱
し
て
プ
レ
ス
す
る
直
接
通
電
タ
イ

プ
の
工
法
で
、現
在
量
産
品
を
供
給
中
だ
。

今
後
は
超
ハ
イ
テ
ン
材
の
冷
間
プ
レ
ス
加

工
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針

だ
。

鉄
加
工
専
門
メ
ー
カ
ー
３
社
が
合
併

三
菱
自
を
中
心
に
骨
格
部
品
を
供
給

　

ア
ス
テ
ア
は
、
ア
ン
ダ
ー
フ
レ
ー
ム
や

セ
ン
タ
ー
ピ
ラ
ー
レ
イ
ン
フ
ォ
ー
ス
な
ど

の
ボ
デ
ィ
ー
骨
格
部
品
と
燃
料
パ
イ
プ
な

ど
の
機
能
部
品
を
手
が
け
て
い
る
。
国
内

生
産
の
７
割
は
三
菱
自
動
車
に
供
給
し
て

い
る
。

　

同
社
は
オ
ー
エ
ム
工
業
と
享
栄
工
業
、

新
興
製
作
所
の
３
社
が
合
併
し
、

２
０
０
３
年
に
設
立
さ
れ
た
。
３
社
は
戦

後
ま
も
な
く
に
機
械
加
工
や
プ
レ
ス
加

工
、
メ
ッ
キ
な
ど
の
鉄
加
工
関
連
の
事
業

を
開
始
。
１
９
５
０
年
ご
ろ
か
ら
三
菱
自

の
水
島
製
作
所
向
け
に
製
品
を
供
給
し
、

板
金
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
鉄
加
工
の
専
門
技
術
を
持
つ
３

社
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
技
術
と
対

応
を
さ
ら
に
強
め
る
た
め
合
併
。
生
産
拠

点
は
、
国
内
が
岡
山
県
総
社
市
の
ほ
か
、

愛
知
県
の
岡
崎
市
と
豊
橋
市
、
福
岡
県
行

橋
市
に
、
海
外
は
米
国
、
中
国
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
工
場
を
設
け
て
い
る
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
積
極
提
案

　

長
年
、
カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
１
次
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
（
テ
ィ
ア
１
）
と
し
て
製
品
を
供

給
し
て
き
た
。
辻
穣
社
長
は
「
提
案
力
が

一
番
の
強
み
」
と
強
調
す
る
。
例
え
ば
三

菱
自
に
は
開
発
段
階
か
ら
加
わ
り
、
提
案

し
て
い
る
。「
部
品
１
個
の
コ
ス
ト
削
減

本社・本社工場
岡山県総社市真壁1597
URL
http://www.asteer.co.jp/

金属骨格パーツの老舗
提案型開発企業として
進化を続ける

主力製品のクロスカービーム

アステア

会員企業ファイル⑭

独自のホットスタンピング技術「スマートホットプレス」
を使ったビーム材

我が社
の逸品

辻社長
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加工技術と生産技術で
クルマの駆動系を支える
老舗メーカー

資 本 金
従 業 員 
生産拠点

代表者

8,000 万円
477 人
本社工場、久代工場、
本社・南工場
代表取締役社長
笹沼靖憲

本社・本社工場
岡山県総社市富原129-46
URL
http://www.kogyo.shinko-grp.co.jp/

ブレーキ部品は電動車が普及しても需要が期待できる

新興工業

会員企業ファイル⑮

進
め
て
き
た
。

電
動
車
両
の
普
及
に
も
対
応

　

三
菱
自
の
テ
ィ
ア
１
と
し
て
対
応
し
続

け
て
き
た
こ
と
も
、
技
術
力
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。切
削
加
工
で
い
う
と
、

長
尺
な
Ｃ
Ｖ
Ｊ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト
や
ブ

レ
ー
キ
部
品
な
ど
の
異
形
状
な
製
品
、
高

精
度
な
ホ
イ
ー
ル
ハ
ブ
に
も
対
応
で
き

た
。
こ
う
し
た
加
工
技
術
の
高
さ
は
、
特

殊
工
具
を
自
社
で
設
計
か
ら
生
産
、
再
研

磨
ま
で
行
え
る
こ
と
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。
コ
ス
ト
削
減
に
加
え
製
品
生
産
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
も
減
っ
た
。

　

既
存
製
品
の
技
術
向
上
に
加
え
、
将
来

を
見
据
え
た
取
り
組
み
も
進
め
る
。
自
動

車
の
電
動
化
が
進
む
と
、
同
社
製
品
の
約

60
％
を
占
め
る
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
、
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
は

不
要
に
な
る
。
一
方
、
ハ
ブ
・
ア
ク
ス
ル

部
品
や
ブ
レ
ー
キ
部
品
は
期
待
で
き
る
。

電
動
車
両
に
対
応
し
た
製
品
の
受
注
を
順

次
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
多
品
種
小

ロ
ッ
ト
へ
の
対
応
も
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
も

推
進
す
る
方
針
だ
。
全
社
で
技
術
力
を
共

有
し
、
生
産
性
の
向
上
と
若
手
人
材
育
成

に
も
生
か
し
て
い
く
。

三
菱
重
工
と
と
も
に
成
長

加
工
・
生
産
技
術
に
特
化
し
販
路
拡
大

　

新
興
工
業
（
し
ん
こ
う
こ
う
ぎ
ょ
う
）

は
、
駆
動
系
部
品
の
切
削
加
工
や
プ
ロ
ペ

ラ
シ
ャ
フ
ト
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
を
手
が

け
て
い
る
。
１
９
４
８
年
に
岡
山
県
倉
敷

市
で
創
業
し
た
新
興
工
作
所
が
新
興
グ

ル
ー
プ
の
始
ま
り
。
当
時
の
三
菱
重
工
業

向
け
に
切
削
加
工
品
を
供
給
し
て
い
た
。

後
に
三
菱
重
工
の
自
動
車
製
造
部
門
が
三

菱
自
動
車
の
水
島
製
作
所
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
、
そ
の
事
業
拡
大
と
と
も
に
新
興
工

作
所
も
新
興
製
作
所
に
改
組
し
た
。

　

66
年
に
は
加
工
部
門
を
分
社
化
し
て
新

興
工
業
が
誕
生
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト

を
三
菱
自
の
１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ

ア
１
）
と
し
て
供
給
し
て
い
た
。

２
０
０
０
年
、
三
菱
自
が
ダ
イ
ム
ラ
ー

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
資
本
提
携
し
た
こ
と
が

同
社
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
。
笹
沼
靖
憲
社
長
は
「
三
菱
自
が
設
計

開
発
で
き
る
企
業
と
取
引
き
す
る
方
針
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
単
独
で
設
計
開

発
に
乗
り
出
す
か
を
社
内
で
熟
考
し
ま
し

た
が
、
開
発
は
あ
き
ら
め
、
加
工
技
術
と

生
産
技
術
に
特
化
し
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
数
多
く
の
大
手
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

へ
の
供
給
を
開
始
し
、
事
業
の
多
角
化
を

主力製品のプロペラシャフト

我が社
の逸品
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7,400 万円
118 人
本社工場、久代工場
代表取締役社長
眞田達也

創業124年
防音・遮音材で
快適な車内環境を創造

吸音材と遮音シートをプレスして貼り合わせる工程

本社・本社工場
岡山県総社市井尻野100
URL
http://www.minori-kogyo.co.jp/

資 本 金
従 業 員 
生産拠点
代表者

三乗工業

会員企業ファイル⑯

シ
ー
ト
素
材
の
配
合
は
約
３
０
０
種
類

自
動
車
の
モ
デ
ル
ご
と
に
開
発
生
産

　

素
材
と
な
る
フ
ェ
ル
ト
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
品
は
、
学
生
服
や
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
の

ア
パ
レ
ル
産
業
が
活
発
な
岡
山
の
最
南

端
・
児
島
地
域
の
物
を
使
用
す
る
。
こ
う

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｅ
）や
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）

に
高
比
重
の
充
填
剤
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

遮
音
効
果
は
比
重
が
重
け
れ
ば
重
い
ほ
ど

高
い
た
め
、独
自
の
配
合
を
研
究
し
、シ
ー

ト
化
し
て
内
装
部
品
用
に
成
形
す
る
。

　

同
社
が
開
発
し
た
配
合
は
３
０
０
種
類

に
も
上
る
。
そ
の
う
ち
高
頻
度
で
使
用
す

る
配
合
は
50
～
60
種
類
だ
と
い
う
。
部
品

を
装
着
す
る
自
動
車
の
品
質
や
性
能
に
合

わ
せ
て
素
材
を
作
る
こ
と
は
リ
ス
ク
も
伴

う
が
、
同
社
だ
け
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
で
も

あ
る
。
そ
の
た
め
同
社
の
技
術
力
に
注
目

す
る
メ
ー
カ
ー
も
増
え
て
い
る
。
静
粛
性

の
向
上
は
高
級
化
に
直
結
す
る
こ
と
か

ら
、
特
に
遮
音
シ
ー
ト
で
は
採
用
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　

内
燃
機
関
車
に
比
べ
、
高
い
防
音
性
能

が
求
め
ら
れ
る
電
動
車
向
け
の
開
発
も
進

め
る
。
眞
田
社
長
は
「
電
動
車
両
に
要
求

さ
れ
る
、
よ
り
軽
量
で
高
遮
音
特
性
を
有

す
る
シ
ー
ト
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
」
と

意
気
込
む
。
今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

て
環
境
に
や
さ
し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
継
続

す
る
。

荷
台
の
製
造
を
機
に
自
動
車
分
野
へ
参
入

素
材
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
用

　

三
乗
工
業
（
み
の
り
こ
う
ぎ
ょ
う
）
は
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ニ
ン
グ
や
フ
ロ
ア
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
の
自
動
車
内
装
部
品
を
手
が
け

る
、
創
業
１
２
４
年
を
迎
え
た
老
舗
企
業

だ
。
主
に
三
菱
自
動
車
の
水
島
製
作
所
に

部
品
を
供
給
し
て
い
る
。

　

１
８
９
５
年
の
創
業
当
時
は
材
木
商
店

だ
っ
た
。
１
９
５
８
年
に
三
菱
自
の
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
製
造
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
自
動
車
業
界
に
参
入
。
そ
の
後
、

三
菱
自
が
ト
ラ
ッ
ク
製
造
拠
点
を
神
奈
川

県
川
崎
市
に
移
し
た
こ
と
を
受
け
、
水
島

製
作
所
向
け
に
供
給
す
る
自
動
車
内
装
部

材
の
製
造
に
転
換
し
た
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ニ

ン
グ
、
ダ
ッ
シ
ュ
パ
ネ
ル
パ
ッ
ド
、
フ
ロ

ア
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
主
力
製
品
と
位
置
付
け

て
い
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
音
や
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
な
ど
を

低
減
す
る
防
音
部
品
を
多
く
手
掛
け
て
お

り
、
素
材
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
か
ら
製
造
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
創
業
時
の
材
木
商
店

と
し
て
の
考
え
が
根
底
に
あ
る
。
眞
田
達

也
社
長
は
「
材
木
屋
は
木
を
１
０
０
％
消

費
し
ま
す
が
、
自
動
車
部
品
は
加
工
す
る

と
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
出
ま
す
。
こ
う
し
た
廃

棄
物
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
を
活
用
す
る
こ
と
は
材
木
屋
と
し
て
の

感
覚
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
話
す
。

主力製品のヘッドライニング（上）、ダッシュパネル
パッド（左）、フロアカーペット（右）

我が社
の逸品
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未来型企業へ構造改革
現在はグローバルに
パーツを供給

資 本 金
従 業 員 
生産拠点

代表者

4,500 万円
約 180 人
本社工場、黒瀬工場

（広島県東広島市）、
中国工場、インド工場
代表取締役
下中利孝

本社・本社工場
広島県呉市警固屋9-2-28
URL
http://www.sigma-k.co.jp/

量産ラインの目視検査を自動化する「穴ライザー」

シグマ

会員企業ファイル⑰本社工場

「
未
来
型
企
業
へ
の
変
身
」
と
題
し
て
事

業
構
造
の
変
革
に
着
手
し
た
。
と
く
に
社

名
の
シ
グ
マ
に
は
、
下
中
（Shitanaka

）

と
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
（Global M

arket

）

と
偉
大
な
人
物
（Great M

an

）
を
目
指

す
思
い
を
込
め
た
。

新
規
顧
客
開
拓
を
推
進

自
動
検
査
機
器
の
開
発
に
成
功

　

そ
れ
ま
で
取
引
先
は
マ
ツ
ダ
向
け
が
大

半
だ
っ
た
が
、
新
規
顧
客
開
拓
に
力
を
入

れ
た
。
従
来
の
部
品
に
自
社
の
技
術
や
ア

イ
デ
ア
を
加
え
た
「
提
案
部
品
」
と
し
て

売
り
込
み
を
強
化
。
現
在
で
は
国
内
外
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
実
現
し

た
。

 

「
決
し
て
大
き
な
会
社
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
部
品
を
商
品
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
る
べ
く
知
恵
と
汗
を
使
っ

て
い
る
」（
同
）
と
強
調
す
る
。
そ
う
し

た
提
案
活
動
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が
量

産
ラ
イ
ン
の
目
視
検
査
を
自
動
化
す
る
自

社
製
品
「
穴
ラ
イ
ザ
ー
」
だ
。
レ
ー
ザ
ー

を
使
っ
た
自
動
化
検
査
で
省
力
化
を
図

る
。
同
社
の
検
査
工
程
を
効
率
化
す
る
た

め
に
開
発
し
た
。
最
近
の
製
造
現
場
で
の

人
手
不
足
を
背
景
に
引
き
合
い
が
強
ま
っ

て
い
る
。

マ
ツ
ダ
を
は
じ
め
多
方
面
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
取
引

 

シ
グ
マ
は
ワ
イ
パ
ー
用
シ
ャ
フ
ト
な
ど

の
自
動
車
部
品
に
加
え
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
や
検
査
機
器
な
ど
の
製

造
、
販
売
を
手
掛
け
る
。
広
島
県
呉
市
に

立
地
し
、
創
業
以
来
マ
ツ
ダ
と
の
取
引
を

中
心
に
事
業
展
開
し
て
き
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
「
西
日
本
豪
雨
」
が
呉

市
を
直
撃
し
た
。
同
社
に
直
接
的
な
被
害

は
少
な
か
っ
た
が
、
断
水
が
続
き
、
一
部

ス
タ
ッ
フ
の
出
勤
に
労
苦
を
強
い
ら
れ

た
。
そ
れ
で
も
、
毎
日
水
を
配
送
す
る
な

ど
努
力
を
続
け
、
被
災
後
の
翌
週
火
曜
に

は
い
ち
早
く
生
産
を
再
開
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
マ
ツ
ダ
の
生
産
が
止
ま
っ

た
影
響
で
昨
年
度
は
売
上
高
、
収
益
と
も

苦
戦
し
た
。「
受
注
自
体
は
好
調
に
推
移

し
て
お
り
、取
引
先
の
多
角
化
を
推
進
し
、

粗
利
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
功

を
奏
し
て
い
る
」（
下
中
利
孝
社
長
）
と

前
向
き
に
語
る
。

「
人
型
未
来
企
業
へ
の
成
長
」
に
取
り
組

む
　

下
中
社
長
自
身
は
前
社
長
の
急
逝
を
受

け
、
33
歳
の
若
さ
で
経
営
の
か
じ
取
り
を

担
っ
た
。
そ
の
後
、
会
社
の
変
革
に
乗
り

出
し
、
下
中
工
作
所
か
ら
の
社
名
変
更
、

シグマの各種成形技術が生かされる自動車向けパーツ

我が社
の逸品
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3 億 2,000 万円
2,220 人

（国内 1,000 人、海
外 1,200 人）
国内４、海外６
代表取締役社長
石﨑信三

創業から一世紀
老舗ガラス・ミラーメーカー

アッセンブリーしたフロントガラス

本社・本社工場
広島市安芸区矢野新町1-2-15
URL
https://www.ishizaki.co.jp/

資 本 金
従 業 員 

生産拠点
代表者

石﨑本店

会員企業ファイル⑱本社・広島工場矢野

化
し
て
い
る
。
ド
ア
ミ
ラ
ー
で
は
「
以
前

は
オ
ー
ト
バ
イ
の
よ
う
に
鏡
が
車
体
に
付

い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
」（
石
﨑
社
長
）が
、

現
在
は
電
動
格
納
や
タ
ー
ン
ラ
ン
プ
と

い
っ
た
機
能
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

ミ
ラ
ー
内
に
は
複
数
の
モ
ー
タ
ー
や
電
子

部
品
が
内
蔵
さ
れ
、
構
造
は
複
雑
化
し
て

い
る
。
同
社
で
は
、
こ
う
し
た
高
付
加
価

値
商
品
へ
対
応
す
る
た
め
、
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
や
ラ
ン
プ
な
ど
の
光
学
製
品
を
自
社
で

開
発
し
、
製
造
し
て
い
る
。

塗
装
作
業
は
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
て
精
度
向
上

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
へ
の
取
り
組
み
も
強
化

 

塗
装
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
い

る
。「
車
体
色
と
ま
っ
た
く
同
じ
色
を
実

現
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
」（
石
﨑
社
長
）

と
い
う
。
ド
ア
ミ
ラ
ー
は
樹
脂
だ
が
、
ボ

デ
ィ
ー
パ
ネ
ル
の
多
く
は
金
属
製
。
素
材

が
異
な
る
た
め
調
色
は
難
し
い
。
同
社
で

は
塗
装
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
い
、
メ
ー
カ
ー

が
設
定
し
た
カ
ラ
ー
を
正
確
に
実
現
で
き

る
こ
と
も
強
み
の
一
つ
で
あ
る
。

 

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運

転
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
電
動
化
）
へ
の
取

り
組
み
も
積
極
化
し
て
い
る
。
中
で
も
電

子
化
に
向
け
た
製
品
開
発
を
進
め
る
。「
自

動
車
業
界
が
大
き
く
変
化
し
て
も
、
当
社

は
安
全
に
ク
ル
マ
を
運
転
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
に
徹
す
る
」（
同
）
と
、
既

存
製
品
を
も
と
に
事
業
拡
大
を
加
速
す
る
。

ガ
ラ
ス
卸
業
が
起
源

50
年
代
か
ら
自
動
車
業
界
へ
参
入

 

自
動
車
ガ
ラ
ス
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
と

ド
ア
ミ
ラ
ー
を
製
造
す
る
石
﨑
本
店
（
い

し
ざ
き
ほ
ん
て
ん
）
は
、
創
業
１
０
１
年

を
迎
え
た
老
舗
企
業
だ
。
１
９
１
８
年
に

ガ
ラ
ス
卸
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
マ
ツ
ダ
か

ら
オ
ー
ト
三
輪
車
用
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
50
年
代
に
自
動
車
業
界

に
参
入
。
そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

マ
ツ
ダ
に
ガ
ラ
ス
パ
ー
ツ
を
供
給
し
続
け

て
い
る
。

 

86
年
に
は
、
マ
ツ
ダ
が
広
島
県
内
で
の

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
メ
ー
カ
ー
育
成
を
掲
げ
た

こ
と
を
受
け
、
ド
ア
ミ
ラ
ー
の
生
産
を
開

始
。
現
在
は
自
動
車
部
品
部
門
の
売
り
上

げ
の
う
ち
、
ガ
ラ
ス
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
が

45
％
、
ド
ア
ミ
ラ
ー
が
55
％
の
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

 

ド
ア
ミ
ラ
ー
は
研
究
開
発
、樹
脂
成
形
、

塗
装
、
製
鏡
、
組
み
立
て
、
検
査
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
た

め
、
低
コ
ス
ト
・
短
納
期
・
高
品
質
を
実

現
で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
年
間

５
０
０
～
６
５
０
万
個
生
産
し
て
お
り
、

石
﨑
信
三
社
長
も
「
提
案
力
や
開
発
力
、

技
術
力
を
評
価
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
自

負
す
る
。

 

自
動
車
の
構
造
変
化
と
と
も
に
、
ガ
ラ

ス
や
ド
ア
ミ
ラ
ー
も
十
数
年
で
大
き
く
変

多機能化が進むドアミラー

我が社
の逸品
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NEWS
1

自
工
会
予
測
、
19
年
度

新
車
需
要
は
５
２
２
万
台

　

日
本
自
動
車
工
業
会
は
３
月
25
日
、

２
０
１
９
年
度
の
国
内
新
車
需
要
が
18

年
度
実
績
見
込
み
を
2.0
％
下
回
る

５
２
２
万
３
千
台
に
な
る
と
の
見
通
し

を
発
表
し
た
。
景
気
拡
大
傾
向
が
緩
ん

で
需
要
を
押
し
下
げ
る
も
の
の
、
自
動

車
税
の
恒
久
減
税
や
自
動
車
税
環
境
性

能
割
の
軽
減
措
置
が
下
支
え
と
な
り
、

前
年
を
若
干
下
回
る
と
見
る
。

　

内
訳
は
登
録
車
が
0.5
％
減
の

３
３
５
万
１
４
０
０
台
、
軽
自
動
車
が

4.5
％
減
の
１
８
７
万
２
千
台
。
ま
た
、

消
費
税
増
税
の
影
響
に
つ
い
て
は
「（
実

施
時
期
が
）
年
央
の
た
め
年
度
内
で
駆

け
込
み
需
要
と
反
動
減
が
吸
収
さ
れ
る

だ
ろ
う
」（
永
塚
誠
一
副
会
長
・
専
務

理
事
）
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

自
工
会
の
国
内
新
車
需
要
見
通
し
が

前
年
度
実
績
見
込
み
を
下
回
る
の
は
３

年
連
続
。
19
年
度
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み

を
見
込
ん
で
、
国
内
新
車
販
売

５
０
０
万
台
の
水
準
は
４
年
連
続
で
維

持
で
き
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
た

だ
、
ピ
ー
ク
の
１
９
９
０
年
度
か
ら
比

べ
る
と
３
割
以
上
減
少
し
て
い
る
。

NEWS
2 
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
領
域
で

ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
が
連
携

　

ホ
ン
ダ
は
３
月
28
日
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
出
資
す
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
会
社
「
モ
ネ
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
」（
以
下
、
モ
ネ
）
に
資

本
参
加
す
る
と
発
表
し
た
。
急
成
長
が

見
込
ま
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
領

域
で
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
が
連
携
す
る
。

ホ
ン
ダ
は
モ
ネ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
て
日
本
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
拡
大
。
モ
ネ
も
ホ
ン
ダ
の
車

両
デ
ー
タ
が
加
わ
る
こ
と
で
「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
よ
り
賢
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
」（
モ
ネ
の
宮
川
潤
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ

兼
社
長
）
と
し
、「
で
き
れ
ば
日
本
国

内
を
走
行
す
る
す
べ
て
の
車
両
デ
ー
タ

が
集
ま
る
こ
と
が
最
終
目
標
」（
同
）と
、

他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携
拡
大

も
視
野
に
入
れ
る
。

　

同
日
、
日
野
自
動
車
も
モ
ネ
へ
の
出

資
を
発
表
。
ホ
ン
ダ
と
日
野
は
そ
れ
ぞ

れ
２
億
４
９
９
５
万
円
を
出
資
し
、
モ

ネ
の
株
式
９
・
９
９
８
％
を
取
得
す
る
。

同
日
に
都
内
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
ト
ヨ
タ
の
豊
田
章
男
社
長
は
「
ホ
ン

ダ
と
日
野
も
加
わ
っ
て（
モ
ネ
は
）オ
ー

プ
ン
な
形
で
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
」

と
述
べ
た
。

NEWS
3
デ
ン
ソ
ー
が
１
８
０
０
億
円
投
資

ト
ヨ
タ
の
電
子
部
品
集
約

　

デ
ン
ソ
ー
は
４
月
５
日
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
な
ど
電
動
車
両
用

部
品
の
開
発
・
生
産
体
制
を
大
幅
に
強

化
す
る
と
発
表
し
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
関
連
電
子
部
品
の
開
発
・
生
産
機
能

を
来
春
か
ら
同
社
へ
集
約
し
た
上
で

20年５月稼働予定の電動開発センター完成予想図

NEWS  TOP 5 3〜5.2019

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（http://www.netdenjd.com/）」
（月額3500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

モネの宮川CEO（左）とトヨタの豊田社長

19年度の国内新車市場はほぼ前年並みの見込み



45 ISSUE 3 2019

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
約
１
８
０
０
億

円
を
投
じ
、
パ
ワ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ

ニ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
）
や
モ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
国
内
外
で
増
産
す

る
。
主
要
国
で
厳
し
く
な
る
燃
費
規
制

を
背
景
に
電
動
化
部
品
の
需
要
が
伸
び

る
と
判
断
し
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
で
開

発
・
生
産
機
能
を
最
適
化
し
、
電
動
車

両
や
部
品
の
競
争
力
を
高
め
る
。

　

約
４
０
０
億
円
を
投
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｕ
な

ど
を
生
産
す
る
安
城
製
作
所
（
愛
知
県

安
城
市
）
内
に
電
動
開
発
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、
20
年
５
月
か
ら
稼
働
さ
せ
る
。

デ
ン
ソ
ー
本
社
や
ト
ヨ
タ
か
ら
出
向
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
約
２
千
人
が
勤
務
す
る

開
発
棟
や
、
試
験
設
備
、
試
作
ラ
イ
ン

な
ど
を
設
け
る
。
米
国
や
中
国
の
Ｐ
Ｃ

Ｕ
生
産
拠
点
に
も
増
産
投
資
を
振
り
向

け
る
ほ
か
、
米
中
以
外
で
の
生
産
も
検

討
す
る
。
同
じ
Ｐ
Ｃ
Ｕ
を
生
産
す
る
ト

ヨ
タ
の
広
瀬
工
場
（
愛
知
県
豊
田
市
）

と
関
連
部
品
の
開
発
機
能
も
デ
ン
ソ
ー

に
移
す
。

NEWS
4
ト
ヨ
タ
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が

住
宅
事
業
を
統
合
し
合
弁
会
社

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

５
月
９
日
、
両
社
の
住
宅
事
業
を
統
合

し
た
合
弁
会
社
を
来
年
１
月
に
設
立
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
国

内
住
宅
市
場
の
先
細
り
が
見
込
ま
れ
る

中
、
事
業
効
率
を
高
め
る
と
と
も
に
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
な
ど
の
技
術
を
駆
使
し
、
新

た
な
住
宅
や
街
づ
く
り
を
目
指
す
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
自
動
車
や
家
電
、
住
宅
、

街
づ
く
り
な
ど
の
垣
根
を
下
げ
、
業
種

を
越
え
た
協
業
が
本
格
化
す
る
。

　

新
会
社
「
プ
ラ
イ
ム
ラ
イ
フ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
」
の
社
長
に
は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
で
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
の

社
長
を
務
め
る
北
野
亮
専
務
執
行
役
員

が
就
く
。
資
本
金
は
未
定
だ
が
、
ト
ヨ

タ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
出
資
比
率
を
同

一
と
し
「
専
門
性
が
異
な
り
、
自
立
的

な
経
営
の
方
が
競
争
力
、
成
長
性
の
た

め
に
ふ
さ
わ
し
い
」（
ト
ヨ
タ
の
白
柳

正
義
執
行
役
員
）
と
の
理
由
で
連
結
対

象
か
ら
も
外
す
。
両
社
の
ほ
か
に
三
井

物
産
も
出
資
す
る
。

NEWS
5

Ｆ
Ｃ
Ａ
、
ル
ノ
ー
に

統
合
提
案

　

欧
米
フ
ィ
ア
ッ
ト
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
・

オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
ズ
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
が
５

月
27
日
、
仏
ル
ノ
ー
に
経
営
統
合
を
提

案
し
た
。
技
術
や
商
品
網
を
補
完
し
合

う
と
と
も
に
、
開
発
や
調
達
コ
ス
ト
を

効
率
化
す
る
こ
と
で
、
自
動
運
転
技
術

や
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
な
ど

自
動
車
業
界
の
変
化
に
対
応
す
る
。
一

方
で
統
合
が
実
現
し
、
ル
ノ
ー
が
提
携

企
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
最
大
化
す
る
た

め
に
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略
の
見
直
し

を
図
れ
ば
、
日
産
自
動
車
や
三
菱
自
動

車
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、
ル
ノ
ー
に
統
合
を
提
案

し
た
理
由
を
「
電
動
化
や
コ
ネ
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
、
自
動
運
転
と
い
っ
た
業
界

の
変
革
の
好
機
を
捉
え
る
た
め
に
大
胆

な
決
断
が
必
要
だ
」
と
し
、
単
独
で
の

生
き
残
り
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
今

回
統
合
を
提
案
し
た
ル
ノ
ー
と
の
年
間

販
売
台
数
を
合
計
す
る
と
約
８
７
０
万

台
、
日
産
や
三
菱
自
を
加
え
る
と
約

１
５
０
０
万
台
を
超
え
る
。

　

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

共
通
化
や
エ
ン
ジ
ン
の
統
廃
合
、
調
達

コ
ス
ト
削
減
の
効
果
な
ど
、
ル
ノ
ー
と

の
統
合
で
得
ら
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
に
つ
い

て
年
間
50
億
ユ
ー
ロ
（
約
６
千
億
円
）

に
な
る
と
想
定
。
さ
ら
に
日
産
や
三
菱

自
が
ル
ノ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
参

画
し
続
け
る
こ
と
で
、
追
加
で
年
間
約

10
億
ユ
ー
ロ
（
約
１
２
０
０
億
円
）
の

シ
ナ
ジ
ー
を
見
込
ん
で
い
た
。

　

だ
が
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
６
月
６
日
、
仏
ル

ノ
ー
に
対
す
る
経
営
統
合
案
を
取
り
下

げ
る
と
発
表
。
ル
ノ
ー
の
筆
頭
株
主
で

あ
る
仏
政
府
が
介
入
し
、
統
合
の
実
現

が
困
難
と
判
断
し
た
。
日
産
や
三
菱
自

を
巻
き
込
ん
だ
大
規
模
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

計
画
は
約
10
日
で
白
紙
に
戻
っ
た
。

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2019年３～５
月）の中から、注目記事をピックアッ
プ。明日のクルマ社会のヒントはコ
コにある！

トヨタの白柳執行役員（左）と
パナソニックの北野専務執行役員



46ISSUE 3 2019

制研化学工業株式会社
代表取締役社長：前川 幸生
本　　社：東京都港区赤坂 1-1-12
事 業 所： 本社、油脂静岡工場、部品部真岡

商品課、部品部上田商品課
海外拠点： 合弁会社 PT・インドサラナ・ロカ

プラタマ社（インドネシア）

85
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ブ
レ
ー
キ
専
門

メ
ー
カ
ー
。Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｇ
Ｔ
を
は
じ
め

国
内
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
供
給

独
立
か
ら
60
周
年
、

14
年
か
ら
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｇ
Ｔ
を
サ
ポ
ー
ト

　

制
研
化
学
工
業
の
設
立
は

１
９
５
９
年
４
月
。
明
治
産
業
の

自
動
車
用
ブ
レ
ー
キ
部
品
お
よ
び

ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
の
製
造
部
門

だ
っ
た
制
動
機
研
究
所
が
独
立

し
、発
足
し
た
。
社
名
の
「
制
研
」

は
制
動
機
研
究
所
を
略
し
た
も

の
。
明
治
産
業
の
前
身
で
あ
る
明

治
商
会
や
制
動
機
研
究
所
の
時
代

を
含
め
、
85
年
以
上
に
わ
た
り
、

自
動
車
の
重
要
保
安
部
品
で
あ
る

ブ
レ
ー
キ
部
品
や
ブ
レ
ー
キ
フ

ル
ー
ド
の
開
発
、
製
造
に
携
わ
っ

て
き
た
。
現
在
、
部
品
と
フ
ル
ー

ド
の
両
方
を
開
発
す
る
唯
一
の

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
や
ブ
レ
ー
キ
メ
ー
カ
ー
を
は

じ
め
、
総
代
理
店
の
明
治
産
業
が

中
心
と
な
っ
て
補
修
部
品
業
界
向

け
に
製
品
を
納
入
し
て
い
る
。

　

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り

始
め
た
の
は
２
０
１
４
年
。以
来
、

明
治
産
業
と
共
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

モーター
スポーツの力

第3回

制研化学工業

SUPER GT GT500クラスに参戦中の
「TEAM KUNIMITSU」をサポート。昨年は
見事シリーズチャンピオンを獲得

前川幸生社長
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い
強
み
を
語
る
。

　

昨
年
は
輸
入
車
対
応
ブ
レ
ー
キ

フ
ル
ー
ド
と
し
て
「
Ｂ
Ｆ
６
」（
写

真
）
の
販
売
を
開
始
し
た
。
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ

ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
指
名
買
い
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
極
限
の
世
界

で
使
用
さ
れ
る
レ
ー
ス
用
ブ
レ
ー

キ
フ
ル
ー
ド
の
研
究
開
発
は
大
き

な
武
器
と
な
る
。
前
川
社
長
は

「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
社

員
の
プ
ラ
イ
ド
と
な
り
、
勉
強
に

な
る
。
当
社
と
明
治
産
業
の
両
社

が
さ
ら
な
る
世
界
で
認
め
ら
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
た
い
」
と
力

を
込
め
る
。

シ
ョ
ン
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
参

戦
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
協
力
す
る
姿
勢

を
ク
ル
マ
好
き
の
新
卒
学
生
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

レ
ー
ス
参
戦
を
通
じ
て

品
質
や
開
発
力
、
認
知

度
が
向
上

　

15
年
か
ら
は
全
日
本
ラ
リ
ー
選

手
権
に
参
戦
す
る
「
Ｓ
ｙ
ｍ
ｓ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を
ス
ポ
ン
サ
ー

ド
し
、
レ
ー
ス
用
ブ
レ
ー
キ
フ

ル
ー
ド
の
供
給
な
ど
で
支
援
し
て

い
る
。
同
社
は
長
年
に
わ
た
り

レ
ー
ス
用
ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
の

開
発
を
続
け
て
お
り
、「
Ｂ
Ｆ-

Ｒ
」

Ｇ
Ｔ 

Ｇ
Ｔ
５
０
０
ク
ラ
ス
へ
参

戦
す
る
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を

務
め
て
い
る
。
前
川
幸
生
社
長
は

「
高
橋
国
光
監
督
の
『
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
ク
ル
マ
文
化
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

一
つ
に
し
た
い
』
の
一
言
で
同

チ
ー
ム
へ
の
協
力
を
決
め
た
」
と

振
り
返
る
。

　

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通

じ
て
「
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
社
員
教
育

や
採
用
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
社
員
が
レ
ー
ス
の
現
場
で
、

サ
ー
キ
ッ
ト
に
訪
れ
る
家
族
連
れ

の
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
幅
広

い
層
に
レ
ー
ス
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
「
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ｅ

ｎ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
を
高
め

る
こ
と
で
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

（
写
真
）
と
し
て
商
品
化
。
国
内

の
主
要
レ
ー
ス
や
ラ
リ
ー
で
数
々

の
実
績
を
残
し
て
き
た
。
前
川
社

長
は
「
レ
ー
ス
用
車
両
に
製
品
を

供
給
す
る
こ
と
で
、
品
質
や
開
発

能
力
だ
け
で
な
く
、
一
般
ユ
ー

ザ
ー
や
カ
ー
メ
ー
カ
ー
へ
の
認
知

度
も
向
上
す
る
」
と
話
す
。

　

同
社
は
60
年
間
、
ブ
レ
ー
キ
部

品
と
ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
の
両
方

を
開
発
、
製
造
し
て
い
る
。
前
川

社
長
は
「
ブ
レ
ー
キ
部
品
と
ブ

レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
の
相
性
は
ブ

レ
ー
キ
の
性
能
に
大
き
く
関
わ

る
。
両
方
に
携
わ
る
こ
と
で
技
術

の
蓄
積
が
多
い
」
と
、
他
社
に
な

レース開催時にはサーキットで
「Seiken」ブランドをアピール

15年からは全日本ラリー選手権へ参戦する
「Syms Racing」も支援

レース用ブレーキフルード（左）と輸入車用ブレーキフルード



48ISSUE 3 2019

【
部
工
会
の
取
り
組
み
】

　

第
46
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

２
０
１
９
（
主
催
：
一
般
社
団
法

人 

日
本
自
動
車
工
業
会
）
に
は
、

当
会
会
員
企
業
も
数
多
く
出
展

し
、
自
社
の
技
術
、
製
品
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
前
回

シ
ョ
ー
に
続
い
て
中
小
会
員
企
業

７
社
に
よ
る
共
同
出
展
を
計
画
し

て
い
ま
す
。共
同
出
展
の
詳
細
は
、

10
月
発
行
予
定
の
「
J
A
P
I
A 

N
E
W
S 

I
S
S
U
E
4
」で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第45回東京モーターショー2017出展時の様子

東京モーターショー
の情報はこちらから
ご参照ください
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